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部
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る
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漁
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整
規
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四
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第
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一
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又
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二
号
ヲ
の
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定
に
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反
し
て
採
捕
し
た
あ
わ
び
若
し
く
は
う
に
又
は
そ
れ
ら
の

製
品
は
、
所
持
し
、
又
は
販
売
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

第
六
十
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
四
十
三
条
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四
十
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る
。
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こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
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行
す
る
。
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用
計
画
法
（
昭
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四
十
九
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
た
宮
城
県
土
地
利
用

基
本
計
画
の
一
部
を
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
十
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要

旨
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
書
は
、
宮
城
県
庁
（
企
画
部
土
地
対
策
課
）、
関
係
市
役
所
及
び
関
係
町
村
役
場
に
お
い
て
縦
覧
に
供

す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

変
更
し
た
地
区
及
び
変
更
の
内
容
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変
更
し
た
地
域
の
名
称

栗
原
都
市
地
域

市
町
村
名

栗
原
市

変　
更　
し　
た　
地　
区

金
成
姉
歯
根
岸
、金
成
姉
歯
根
際
前
、

金
成
姉
歯
嶺
前
、
金
成
姉
歯
角
屋
敷

前
、
金
成
姉
歯
清
水
前
、
金
成
姉
歯

不
動
前
、
金
成
姉
歯
清
作
前
、
金
成

姉
歯
巻
ノ
上
、
金
成
姉
歯
仲
沖
、
金

成
姉
歯
田
子
谷
前
、金
成
姉
歯
水
押
、

金
成
姉
歯
松
浦
、金
成
姉
歯
中
沢
前
、

金
成
姉
歯
谷
地
、金
成
姉
歯
谷
地
尻
、

金
成
姉
歯
松
ノ
木
向
、
金
成
姉
歯
錦

田
、
金
成
姉
歯
祝
田
、
金
成
姉
歯
栄

田
、
金
成
姉
歯
姫
崎
、
金
成
姉
歯
姉

妹
田
及
び
金
成
姉
歯
都
田
の
全
部
、

金
成
姉
歯
滝
ノ
沢
、
金
成
姉
歯
小
沢

田
、
金
成
姉
歯
銭
神
沢
及
び
金
成
姉

歯
道
才
沢
の
各
一
部
、
金
成
梨
崎
待

井
、
金
成
梨
崎
佐
野
、
金
成
梨
崎
南

沢
及
び
金
成
梨
崎
仲
道
の
全
部
、
金

成
沢
辺
内
畑
、
金
成
沢
辺
新
宇
南
、

金
成
小
迫
花
館
、
金
成
金
生
、
金
成

祝
及
び
金
成
桜
町
の
各
一
部
、
志
波

変　
更　
の　
内　
容

千
三
百
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

拡
大

姫
刈
敷
三
丁
目
、
志
波
姫
刈
敷
袋
、

志
波
姫
刈
敷
上
袋
、
志
波
姫
刈
敷
蔵

場
、
志
波
姫
刈
敷
覚
性
、
志
波
姫
刈

敷
東
原
、
志
波
姫
刈
敷
上
刈
敷
、
志

波
姫
刈
敷
御
蔵
西
、
志
波
姫
刈
敷
御

蔵
東
、
志
波
姫
刈
敷
我
田
北
、
志
波

姫
刈
敷
下
刈
敷
、志
波
姫
刈
敷
花
輪
、

志
波
姫
刈
敷
治
郎
、
志
波
姫
刈
敷
田

中
、
志
波
姫
刈
敷
本
屋
敷
、
志
波
姫

刈
敷
三
軒
地
、志
波
姫
刈
敷
川
北
袋
、

志
波
姫
刈
敷
新
治
郎
、
志
波
姫
伊
豆

野
徳
富
、
志
波
姫
伊
豆
野
前
谷
地
、

志
波
姫
伊
豆
野
大
西
前
、
志
波
姫
伊

豆
野
城
内
前
、志
波
姫
伊
豆
野
城
内
、

志
波
姫
伊
豆
野
袋
、
志
波
姫
伊
豆
野

新
山
前
、
志
波
姫
伊
豆
野
蓮
沼
前
、

志
波
姫
伊
豆
野
沼
の
上
、
志
波
姫
伊

豆
野
芝
の
脇
前
、
志
波
姫
伊
豆
野
馬

場
、
志
波
姫
伊
豆
野
洞
頭
、
志
波
姫

伊
豆
野
南
町
尻
、
志
波
姫
伊
豆
野
北

町
尻
、
志
波
姫
伊
豆
野
下
町
浦
、
志

波
姫
伊
豆
野
中
町
浦
、
志
波
姫
伊
豆

野
上
町
浦
、志
波
姫
伊
豆
野
町
北
側
、

志
波
姫
伊
豆
野
町
南
側
、
志
波
姫
伊

豆
野
南
浦
、志
波
姫
伊
豆
野
加
藤
前
、

志
波
姫
伊
豆
野
大
江
北
側
及
び
志
波

姫
伊
豆
野
大
江
南
側
の
全
部
、
志
波

姫
伊
豆
野
颯
壁
及
び
志
波
姫
伊
豆
野

芝
の
脇
東
の
各
一
部
、
志
波
姫
北
郷

小
糠
塚
、
志
波
姫
北
郷
糠
塚
、
志
波

姫
北
郷
糠
塚
前
、
志
波
姫
北
郷
杉
屋

敷
前
、
志
波
姫
北
郷
我
田
南
及
び
志

波
姫
北
郷
我
田
西
の
全
部
、
志
波
姫

北
郷
屋
敷
前
及
び
志
波
姫
北
郷
荒
町

の
各
一
部
、
志
波
姫
下
沖
、
志
波
姫

城
内
北
、
志
波
姫
城
内
南
、
志
波
姫

北
伊
豆
野
、
志
波
姫
新
糠
塚
、
志
波

姫
新
刈
敷
、
志
波
姫
蔵
場
南
、
志
波

姫
要
害
東
、
志
波
姫
新
徳
富
、
志
波

姫
新
大
江
北
、
志
波
姫
新
馬
場
及
び

志
波
姫
沼
崎
沖
の
全
部
、
志
波
姫
八
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登
米
市

栗
原
市

樟
里
、
志
波
姫
中
沖
、
志
波
姫
下
里
、

志
波
姫
南
伊
豆
野
、
志
波
姫
芝
の
脇

南
、
志
波
姫
荒
町
北
、
志
波
姫
荒
町

南
、
志
波
姫
館
浦
及
び
志
波
姫
花
崎

東
の
各
一
部
、
築
館
字
城
生
野
下
北

袋
、
字
城
生
野
城
下
、
字
城
生
野
白

山
浦
及
び
字
城
生
野
志
田
海
の
全

部
、
字
城
生
野
地
蔵
堂
、
字
城
生
野

北
田
沖
及
び
字
城
生
野
若
宮
の
各
一

部
、
字
富
梨
木
平
、
字
富
大
袋
、
字

富
天
神
前
及
び
字
富
大
袋
道
の
全

部
、
字
富
荒
瀬
沖
、
字
富
境
、
字
富

下
熊
川
、
字
照
越
一
号
、
字
照
越
二

号
、
字
八
沢
忽
滑
沢
、
若
柳
字
川
南

川
原
、
字
川
南
川
原
前
及
び
字
川
南

戸
ノ
西
の
各
一
部
、
武
鎗
字
上
午
房

及
び
字
下
午
房
の
全
部
、
字
上
畑
岡

横
峯
、
字
福
岡
中
江
向
、
字
大
林
外

袋
、
栗
駒
猿
飛
来
北
上
野
、
栗
駒
猿

飛
来
鐙
ケ
淵
及
び
栗
駒
猿
飛
来
上
野

原
東
の
各
一
部
、
栗
駒
里
谷
峰
前
の

全
部
並
び
に
栗
駒
里
谷
霞
ケ
沢
東

方
、
栗
駒
里
谷
霞
ケ
沢
西
方
、
栗
駒

里
谷
峰
、
栗
駒
里
谷
峰
沖
、
栗
駒
里

谷
千
刈
待
、
栗
駒
里
谷
大
釜
前
、
栗

駒
鳥
沢
山
王
下
、
栗
駒
中
野
田
町
東

及
び
栗
駒
中
野
鐙
ケ
淵
の
各
一
部

石
越
町
北
郷
字
西
、
字
南
及
び
石
越

町
南
郷
字
小
谷
地
前
の
各
一
部

鶯
沢
南
郷
荒
町
、
鶯
沢
南
郷
北
沢
、

鶯
沢
南
郷
北
沢
向
、鶯
沢
南
郷
舘
浦
、

鶯
沢
南
郷
佐
野
、鶯
沢
南
郷
樋
の
沢
、

鶯
沢
南
郷
原
、
鶯
沢
南
郷
大
竹
、
鶯

沢
南
郷
上
新
反
田
、
鶯
沢
南
郷
下
新

反
田
、
鶯
沢
南
郷
新
反
田
、
鶯
沢
南

郷
町
田
、
鶯
沢
南
郷
坂
下
、
鶯
沢
南

郷
日
向
、
鶯
沢
南
郷
遠
堀
、
鶯
沢
南

郷
上
日
照
、
鶯
沢
南
郷
中
日
照
、
鶯

沢
南
郷
日
照
、
鶯
沢
南
郷
下
日
照
、

鶯
沢
南
郷
下
久
保
前
、
鶯
沢
南
郷
下

久
保
、
鶯
沢
南
郷
上
川
久
保
、
鶯
沢

千
百
九
十
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

縮
小

登
米
都
市
地
域

登
米
市

登
米
市

南
郷
上
舘
前
、鶯
沢
南
郷
中
舘
川
原
、

鶯
沢
南
郷
中
舘
前
、
鶯
沢
南
郷
宿
川

原
、
鶯
沢
南
郷
辻
前
、
鶯
沢
南
郷
上

谷
地
、
鶯
沢
南
郷
舘
前
、
鶯
沢
南
郷

大
伝
寺
、
鶯
沢
南
郷
松
ケ
崎
、
鶯
沢

南
郷
佐
野
前
、
鶯
沢
南
郷
五
輪
原
、

鶯
沢
南
郷
向
原
、
鶯
沢
南
郷
梨
木
平

及
び
鶯
沢
南
郷
中
川
久
保
の
全
部
、

鶯
沢
南
郷
上
舘
向
、鶯
沢
南
郷
南
沢
、

鶯
沢
南
郷
新
田
、鶯
沢
南
郷
町
田
前
、

鶯
沢
南
郷
野
山
、鶯
沢
南
郷
四
ツ
石
、

鶯
沢
南
郷
舘
向
、
鶯
沢
南
郷
柳
沢
、

鶯
沢
南
郷
上
藤
沢
、
鶯
沢
南
郷
下
川

久
保
、
鶯
沢
南
郷
洞
泉
寺
、
鶯
沢
南

郷
広
面
、
鶯
沢
南
郷
八
升
、
鶯
沢
南

郷
新
橋
沖
、
鶯
沢
南
郷
中
原
及
び
鶯

沢
南
郷
飯
の
森
の
各
一
部
、
鶯
沢
北

郷
大
畑
、
鶯
沢
北
郷
小
林
及
び
鶯
沢

北
郷
半
戸
六
の
全
部
、
鶯
沢
北
郷
田

中
、
鶯
沢
北
郷
中
屋
敷
、
鶯
沢
北
郷

堰
根
及
び
鶯
沢
北
郷
熊
の
林
前
の
各

一
部
、
鶯
沢
袋
宮
林
及
び
鶯
沢
袋
柳

の
上
の
全
部
並
び
に
鶯
沢
袋
川
原

前
、
鶯
沢
袋
持
添
、
金
成
沢
辺
川
崎
、

金
成
沢
辺
荒
坊
、金
成
沢
辺
新
荒
坊
、

志
波
姫
南
郷
蓬
田
、
志
波
姫
南
郷
堅

沢
、
志
波
姫
上
戸
南
、
築
館
字
八
沢

南
沢
、
若
柳
字
川
南
川
原
前
、
栗
駒

中
野
菖
蒲
沢
、
栗
駒
中
野
上
野
原
南

及
び
栗
駒
岩
ケ
崎
裏
山
の
各
一
部

石
越
町
南
郷
字
峯
、
字
新
加
美
田
及

び
字
峯
沖
の
全
部
並
び
に
字
仲
江
、

字
舘
前
、
字
神
明
崎
、
字
新
神
明
崎

及
び
字
南
の
各
一
部

迫
町
森
字
花
島
、
字
金
堀
、
字
上
野
、

字
新
金
堀
、
字
新
西
前
、
字
新
中
江
、

字
新
田
、
字
新
柳
待
井
、
字
西
前
、

字
西
表
、
字
赤
沼
、
字
中
江
、
字
東

赤
沼
、
字
東
表
、
字
平
柳
前
、
字
北

沼
田
、
字
北
赤
沼
、
字
木
戸
脇
、
字

平
柳
及
び
字
芝
前
の
全
部
、字
越
戸
、

四
千
七
百
八
十
三
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
拡
大
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境
堀
、
字
新
細
谷
、
字
新
菜
園
、
字

新
室
木
、
字
新
田
、
字
新
畑
中
、
字

新
堀
、
字
新
野
元
、
字
西
細
谷
、
字

西
赤
沼
、
字
西
川
原
毛
、
字
西
田
、

字
前
田
、
字
霜
降
舘
、
字
霜
田
、
字

茶
畑
、
字
中
川
原
毛
、
字
町
、
字
東

細
谷
、
字
入
道
坂
、
字
鳴
神
堂
、
字

油
田
及
び
字
眞
内
の
全
部
、
字
新
塚

崎
、
字
沼
ノ
葉
、
字
水
神
木
、
字
蟹

甲
、
字
熊
野
堂
、
字
新
蓬
田
、
字
新

川
前
、
字
川
前
、
字
若
林
、
字
新
霜

田
、
字
新
寺
浦
及
び
字
新
新
田
の
各

一
部
、
中
田
町
宝
江
黒
沼
字
蓬
原
、

字
浦
、
字
桶
下
、
字
下
道
、
字
舘
野
、

字
亀
ヶ
岡
、
字
荒
神
堂
、
字
十
文
、

字
新
蓬
原
、
字
新
桶
下
、
字
新
舘
野
、

字
新
亀
ヶ
岡
、
字
新
荒
神
堂
、
字
新

西
野
、
字
新
大
口
前
、
字
新
鶴
ヶ
埣
、

字
新
東
沖
、
字
新
東
前
、
字
新
畑
中
、

字
新
兵
庫
、
字
新
兵
庫
前
、
字
諏
訪

沼
、
字
西
野
、
字
西
野
前
、
字
大
海

崎
、
字
大
海
崎
前
、
字
大
口
、
字
町
、

字
鶴
ヶ
埣
、
字
鶴
ヶ
埣
前
、
字
東
、

字
東
前
、
字
南
蓬
原
、
字
南
桶
下
、

字
畑
中
、
字
兵
庫
、
字
北
桶
下
、
字

葉
ノ
木
立
、
中
田
町
宝
江
新
井
田
字

姥
沼
、
字
沖
田
、
字
下
道
、
字
加
賀

野
境
、
字
外
ノ
目
、
字
舘
、
字
元
吸

方
江
、
字
五
郎
兵
衛
待
井
、
字
後
谷

地
、
字
後
田
、
字
荒
谷
、
字
紺
谷
、

字
佐
渡
待
井
、
字
佐
野
前
、
字
佐
野

裏
、
字
細
谷
、
字
細
谷
前
、
字
雑
喉

待
井
、
字
柴
垣
、
字
柴
垣
前
、
字
柴

垣
裏
、
字
芝
尻
、
字
沼
崎
、
字
上
待

井
、
字
新
姥
沼
、
字
新
沖
橋
、
字
新

舘
、
字
新
佐
野
、
字
新
細
谷
、
字
新

森
六
前
、
字
新
南
新
田
、
字
新
堀
端
、

字
新
要
害
、
字
新
六
前
、
字
新
六
裏
、

字
森
六
裏
、
字
神
畑
、
字
西
荒
谷
、

字
大
江
渕
、
字
大
待
井
、
字
地
極
田
、

字
中
斉
、
字
東
荒
谷
、
字
南
荒
谷
、

字
上
柳
待
井
、
字
新
芝
前
、
字
新
東

表
、
字
新
道
、
字
西
表
前
、
字
西
柳

待
井
、
字
内
ケ
袋
、
字
表
前
、
字
木

戸
脇
前
及
び
字
柳
待
井
の
各
一
部
、

迫
町
佐
沼
字
巻
ノ
上
、字
七
日
市
場
、

字
大
瀬
及
び
字
西
館
北
の
全
部
、
字

舘
ケ
袋
及
び
字
新
大
瀬
の
各
一
部
、

迫
町
北
方
字
宮
崎
、
字
宮
崎
前
、
字

高
見
、
字
高
見
前
、
字
三
ツ
目
沢
、

字
市
島
、
字
紫
雲
山
、
字
紫
雲
山
下
、

字
紫
雲
山
裏
、
字
舟
橋
、
字
新
市
島
、

字
深
田
、
字
深
田
前
、
字
川
戸
沼
、

字
川
戸
沼
前
、
字
鼠
田
前
、
字
相
ケ

沢
、
字
相
ケ
沢
前
、
字
太
田
河
、
字

大
洞
、
字
大
洞
前
、
字
中
沢
、
字
中

沢
前
、
字
田
ノ
尻
、
字
日
向
前
、
字

日
向
前
下
、
登
米
町
字
日
野
渡
外
雑

田
原
、
字
日
野
渡
玉
山
、
字
日
野
渡

軍
場
、
字
日
野
渡
荒
田
待
井
、
字
日

野
渡
銅
谷
、
字
日
野
渡
内
の
目
、
字

日
野
渡
南
田
、
字
日
野
渡
日
野
渡
、

字
日
野
渡
蛭
沢
、
字
日
野
渡
布
目
、

字
日
野
渡
薬
師
崎
、
字
日
野
渡
脇
谷

及
び
字
日
野
渡
鼬
沢
の
全
部
、
字
日

野
渡
雑
田
原
の
一
部
、
字
小
島
上
大

谷
地
、
字
小
島
西
岡
谷
地
、
字
小
島

東
岡
谷
地
及
び
字
小
島
木
戸
崎
の
全

部
、
字
小
島
大
谷
地
、
字
小
島
長
橋
、

字
小
島
弁
慶
山
、
字
小
島
椚
田
、
字

小
島
七
百
刈
及
び
字
小
島
北
長
橋
下

の
各
一
部
、
登
米
町
大
字
日
根
牛
字

並
柳
及
び
字
一
本
杉
の
全
部
、
字
八

反
、
字
谷
木
前
及
び
字
山
田
の
各
一

部
、
東
和
町
米
谷
字
牛
房
巻
、
字
金

谷
、
字
表
及
び
字
野
地
の
全
部
、
字

山
田
及
び
字
六
反
の
各
一
部
、
中
田

町
石
森
字
越
戸
、
字
牡
丹
埣
、
字
下

沼
田
、
字
下
谷
地
、
字
加
賀
野
田
中
、

字
久
保
、
字
境
堀
、
字
高
鼻
、
字
菜

園
、
字
室
木
、
字
小
人
町
、
字
上
沼

田
、
字
新
蟹
甲
、
字
新
宮
田
、
字
新
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字
南
新
田
、
字
南
神
畑
、
字
並
柳
、

字
並
柳
前
、
字
並
柳
裏
、
字
並
柳
渕
、

字
堀
端
、
字
弥
平
構
及
び
字
要
害
の

全
部
、
字
下
道
前
、
字
三
号
区
、
字

芝
尻
前
、
字
新
沼
崎
、
字
新
六
下
、

字
森
六
下
及
び
字
二
号
区
の
各
一

部
、
中
田
町
宝
江
森
字
新
田
、
字
森

六
前
、
字
六
丁
目
、
中
田
町
上
沼
字

愛
宕
浦
、
字
姥
沼
、
字
下
谷
地
、
字

舘
、
字
舘
浦
、
字
境
後
、
字
境
前
、

字
金
谷
、
字
肱
曲
、
字
上
向
田
、
字

新
沖
田
、
字
新
大
柳
浦
、
字
新
沢
田
、

字
新
谷
地
前
、
字
新
田
、
字
新
田
浦
、

字
新
篭
壇
、
字
西
桜
場
、
字
大
柳
、

字
大
柳
浦
、
字
沢
田
、
字
谷
地
前
、

字
中
才
裏
、
字
東
姥
沼
、
字
東
金
谷
、

字
南
桜
場
、
字
南
要
害
浦
、
字
北
桜

場
、
字
堀
米
、
字
弥
勒
寺
寺
山
、
字

弥
勒
寺
大
下
、
字
要
害
、
字
要
害
浦

及
び
字
篭
壇
の
全
部
、
字
下
川
前
、

字
御
藏
、
字
小
塚
渡
、
字
新
寺
山
下
、

字
新
小
塚
渡
、
字
川
前
、
字
鳥
喰
田
、

字
八
幡
浦
、
字
北
要
害
浦
及
び
字
弥

勒
寺
沖
田
の
各
一
部
、
中
田
町
浅
水

字
浦
向
、
字
下
川
面
、
字
灰
塚
、
字

巻
、
字
駒
形
、
字
窪
田
、
字
元
待
井
、

字
五
号
、
字
江
ノ
尻
、
字
荒
神
堂
、

字
小
島
、
字
上
川
面
、
字
新
一
号
、

字
新
岡
田
、
字
新
巻
川
前
、
字
新
九

号
、
字
新
駒
形
、
字
新
五
号
、
字
新

三
号
、
字
新
四
号
、
字
新
七
号
、
字

新
十
一
号
、
字
新
十
号
、
字
新
十
三

号
、
字
新
十
二
号
、
字
新
沼
尻
、
字

新
西
寺
田
、
字
新
西
川
面
、
字
新
川

前
、
字
新
待
井
下
、
字
新
大
明
神
、

字
新
田
、
字
新
東
寺
田
、
字
新
東
川

面
、
字
新
筒
田
、
字
新
二
橋
、
字
新

二
号
、
字
新
八
号
、
字
新
六
号
、
字

水
越
玉
山
、
字
西
新
田
、
字
西
水
越
、

字
西
川
面
、
字
川
面
、
字
浅
部
玉
山
、

字
大
明
神
前
、
字
大
木
前
、
字
池
袋
、

石
巻
都
市
地
域

石
巻
市

字
中
川
面
、
字
鳥
喰
、
字
田
向
、
字

田
向
沖
、
字
土
手
下
、
字
東
寺
田
、

字
東
新
田
、
字
東
水
越
、
字
東
川
面
、

字
筒
場
前
、
字
南
田
、
字
二
号
、
字

八
号
、
字
嶺
形
、
字
六
号
、
南
方
町

河
面
、
南
方
町
丸
内
、
南
方
町
鴻
ノ

木
、
南
方
町
寺
袋
、
南
方
町
小
山
、

南
方
町
照
井
、
南
方
町
新
丸
ノ
内
、

南
方
町
新
寺
袋
、
南
方
町
新
鶴
江
、

南
方
町
新
島
前
、南
方
町
新
二
ツ
橋
、

南
方
町
瀬
ノ
淵
、
南
方
町
大
涌
戸
、

南
方
町
鶴
江
、
南
方
町
天
沼
、
南
方

町
内
ノ
目
、
南
方
町
二
ツ
橋
及
び
南

方
町
薬
師
島
屋
敷
の
全
部
、
南
方
町

王
塚
、
南
方
町
上
ケ
戸
、
南
方
町
新

作
田
、
南
方
町
新
待
井
、
南
方
町
新

中
山
、
南
方
町
新
板
倉
後
、
南
方
町

大
網
、
南
方
町
峯
、
南
方
町
峯
前
及

び
南
方
町
雷
の
各
一
部
、
豊
里
町
後

沢
田
の
全
部
並
び
に
豊
里
町
上
沼

田
、
豊
里
町
中
沼
田
、
豊
里
町
笑
沢
、

豊
里
町
大
沢
、
豊
里
町
平
林
及
び
豊

里
町
久
寿
田
の
各
一
部

登
米
町
字
小
島
長
橋
、
字
小
島
高
梨

及
び
字
日
野
渡
雑
田
原
の
各
一
部
、

登
米
町
大
字
日
根
牛
字
北
沢
山
の
全

部
並
び
に
字
阿
羅
田
、
字
小
川
向
、

豊
里
町
下
沼
田
、
豊
里
町
寿
崎
前
、

豊
里
町
昭
和
、
豊
里
町
新
江
合
、
豊

里
町
新
切
津
、
豊
里
町
町
浦
、
豊
里

町
二
番
江
、
豊
里
町
北
待
井
下
、
豊

里
町
葭
立
及
び
豊
里
町
下
屋
浦
の
各

一
部

雲
雀
野
町
二
丁
目
及
び
潮
見
町
の
各

一
部

雄
勝
町
雄
勝
字
下
雄
勝
、字
上
雄
勝
、

字
小
渕
、
字
折
下
、
字
寺
、
字
船
戸

神
明
及
び
字
唐
桑
の
全
部
、
字
伊
勢

畑
及
び
字
味
噌
作
の
各
一
部
、
雄
勝

町
伊
勢
畑
一
丁
目
、
雄
勝
町
下
雄
勝

一
丁
目
、
雄
勝
町
下
雄
勝
二
丁
目
、

二
百
五
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

縮
小

十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
拡
大

七
百
五
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

縮
小



 

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
七
十
九
号

　

平
成
十
六
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
九
十
五
号
（
衛
生
試
験
手
数
料
条
例
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
手
数
料
の
額
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

表
一
の
項
中
「
一
、
〇
〇
〇
」
を
「
一
、
一
〇
〇
」
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、「
一
、
四
〇
〇
」
を
「
一
、
五
〇
〇
」
に
、

「
一
、
八
〇
〇
」
を
「
一
、
九
〇
〇
」
に
、「
三
、
四
〇
〇
」
を
「
三
、
二
〇
〇
」
に
、「
二
〇
〇
」
を
「
三
〇
〇
」
に
、

「
二
五
〇
」
を
「
三
五
〇
」
に
改
め
、
同
表
二
の
項
中
「
四
五
〇
」
を
「
四
〇
〇
」
に
改
め
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
十
号

　

ふ
る
さ
と
宮
城
の
水
循
環
保
全
条
例
（
平
成
十
六
年
宮
城
県
条
例
第
四
十
二
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

水
道
水
源
特
定
保
全
地
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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仙
台
都
市
地
域

仙
台
市

雄
勝
町
下
雄
勝
三
丁
目
、
雄
勝
町
上

雄
勝
一
丁
目
、
雄
勝
町
上
雄
勝
二
丁

目
、
雄
勝
町
上
雄
勝
三
丁
目
、
雄
勝

町
分
浜
字
分
浜
及
び
雄
勝
町
水
浜
字

小
浜
の
全
部
並
び
に
字
水
浜
及
び
字

向
の
各
一
部

鮎
川
大
町
、
鮎
川
浜
丁
、
鮎
川
浜
新

田
、
鮎
川
浜
向
馬
隠
沢
、
鮎
川
浜
松

林
、
鮎
川
浜
松
下
、
鮎
川
浜
マ
マ
ノ

上
、
鮎
川
浜
南
、
鮎
川
浜
大
子
、
鮎

川
浜
一
本
杉
、
鮎
川
浜
伊
勢
下
、
鮎

川
浜
台
畑
、
鮎
川
浜
大
台
、
鮎
川
浜

寺
前
、
鮎
川
浜
北
、
鮎
川
浜
寺
下
、

鮎
川
浜
熊
野
、
鮎
川
浜
林
下
、
鮎
川

浜
袈
裟
沢
、
鮎
川
浜
笹
ケ
平
、
鮎
川

浜
四
ツ
小
谷
、
鮎
川
浜
南
沢
、
鮎
川

浜
柳
沢
、
鮎
川
浜
大
立
山
、
鮎
川
浜

炭
焼
山
、
鮎
川
浜
大
立
北
、
鮎
川
浜

湊
川
、
鮎
川
浜
十
八
成
道
、
鮎
川
浜

向
田
、
鮎
川
浜
出
島
、
鮎
川
浜
山
鳥
、

鮎
川
浜
万
治
下
、
鮎
川
浜
根
瀧
山
、

鮎
川
浜
内
山
、
鮎
川
浜
黒
崎
、
鮎
川

浜
駒
ケ
峯
、
鮎
川
浜
姥
ケ
沢
、
鮎
川

浜
鬼
形
山
、
鮎
川
浜
清
崎
山
、
鮎
川

浜
大
立
南
、
十
八
成
浜
葉
ノ
木
沢
、

十
八
成
浜
葉
ノ
木
沢
入
、
十
八
成
浜

金
剛
畑
、
十
八
成
浜
金
剛
田
、
十
八

成
浜
十
八
成
、
十
八
成
浜
清
崎
長
谷

浜
、
十
八
成
浜
白
浜
、
十
八
成
浜
山

上
、
十
八
成
浜
山
下
、
十
八
成
浜
前

田
、
十
八
成
浜
ニ
テ
ー
ボ
東
、
十
八

成
浜
ニ
テ
ー
ボ
、
十
八
成
浜
中
平
、

十
八
成
浜
ボ
ナ
ラ
石
、
十
八
成
浜
坂

ノ
上
、
十
八
成
浜
寺
山
、
十
八
成
浜

中
山
、
十
八
成
浜
太
田
山
、
十
八
成

浜
疣
石
山
、
十
八
成
浜
寺
下
入
、
十

八
成
浜
寺
下
、
十
八
成
浜
青
ノ
角
、

十
八
成
浜
三
本
松
、
十
八
成
浜
大
嵐

山
及
び
十
八
成
浜
清
崎
山
の
全
部

宮
城
野
区
蒲
生
字
町
及
び
中
野
字
高

松
の
各
一
部

千
四
百
七
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
縮
小

九
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
拡
大

大
崎
農
業
地
域

仙
台
農
業
地
域

丸
森
農
業
地
域

大
崎
森
林
地
域

加
美
森
林
地
域

仙
台
森
林
地
域

富
谷
森
林
地
域

大
衡
森
林
地
域

加
美
自
然
保
全
地
域

大
崎
市

仙
台
市

丸
森
町

大
崎
市

加
美
町

仙
台
市

富
谷
町

大
衡
村

加
美
町

古
川
新
田
字
銃
後
稔
及
び
字
前
田
の

各
一
部

青
葉
区
上
愛
子
字
新
宮
前
及
び
下
愛

子
字
観
音
堂
の
各
一
部

字
松
の
一
部

三
本
木
蟻
ヶ
袋
字
山
畑
の
一
部

谷
地
森
字
赤
沼
の
一
部

青
葉
区
芋
沢
字
横
向
の
一
部

青
葉
区
芋
沢
字
湯
船
沢
及
び
字
塩
野

沢
の
各
一
部

一
ノ
関
字
臑
合
山
の
一
部

大
森
字
上
畑
及
び
字
幕
ノ
沢
の
各
一

部字
鹿
原
荒
沢
及
び
字
鹿
原
田
谷
地
の

全
部
並
び
に
字
鹿
原
上
荒
沢
、
字
鹿

原
田
谷
地
二
ノ
及
び
字
鹿
原
上
台
野

の
各
一
部

三
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
拡
大

八
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
縮
小

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
拡
大

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
縮
小

三
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
縮
小

九
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
拡
大

三
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
縮
小

八
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
縮
小

四
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
縮
小

七
百
五
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

拡
大

「

三
薬
剤
以
下

 

一
、
六
〇
〇

四
薬
剤
以
上

 

一
、
九
〇
〇

」

「

四
薬
剤
以
上

 

二
、
五
〇
〇

」



一　

名
称

　
　

鳴
瀬
川
流
域
水
道
水
源
特
定
保
全
地
域

二　

区
域

　
　

大
和
町
、
色
麻
町
及
び
加
美
町
の
区
域
の
う
ち
次
の
図
に
示
す
区
域

　

「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
宮
城
県
庁
（
環
境
生
活
部
環
境
対
策
課
）
及
び
関
係
町
役
場
に
備
え
置

い
て
、
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
十
一
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

 

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
十
二
号

　

肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
肥
料
の
登

録
の
有
効
期
間
の
更
新
を
し
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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事

業

所

番

号

〇
四
一
五
一
〇
〇
〇
四
九

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

ウ
イ
ン
デ
ィ
広
瀬
川

仙
台
市
青
葉
区
荒
巻
字

三
居
沢
一－

八

指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

自
立
訓
練
（
生
活

訓
練
） 

設
置
者
名

仙
台
市

指
定
年
月
日

平
成
二
十
二
年

四
月
一
日

更
新
年
月
日

平
成
二
十
二
年

二
月
十
六
日

平
成
二
十
二
年

二
月
十
六
日

平
成
二
十
二
年

三
月
十
日

平
成
二
十
二
年

三
月
十
六
日

登
録
番
号

（
宮
城
県
）

第
五
四
六
号

第
五
四
七
号

第
五
一
六
号

第
四
四
五
号

肥
料
の
種
類

混
合
有
機
質
肥
料

混
合
有
機
質
肥
料

副
産
石
灰
肥
料

副
産
石
灰
肥
料

肥
料
の
名
称

バ
イ
オ
ノ
有
機
Ｐ

Ｅ
Ｒ
六
・
〇

バ
イ
オ
ノ
有
機
Ｐ

Ｅ
Ｒ
六
・
五

四
五
・
〇
カ
キ
殻

副
産
石
灰
肥
料

四
五
・
〇
カ
キ
副

産
石
灰
マ
ル
ト
ミ

特
号

保
証
成
分
量
（
％
）

窒
素
全
量

 
六
・
〇

 
六
・
五 

     

り
ん
酸
全
量

　

四
・
〇

　

四
・
〇

　
   

加
里
全
量

 
二
・
五

 
二
・
五

     

ア
ル
カ
リ
分  

四
五
・
〇

四
五
・
〇

く
溶
性
苦
土

そ
の
他
の
規
格

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

生
産
業
者
の
氏
名

又　

は　

名　

称

大
成
農
材
株
式
会
社

大
成
農
材
株
式
会
社

ト
ム
ソ
ン
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会

社平
塚
富
男

生
産
業
者
の
住
所

宮
城
県
石
巻
市
魚
町
一
丁
目

二
番
五
号

宮
城
県
石
巻
市
魚
町
一
丁
目

二
番
五
号

東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
一

丁
目
一
八
番
一
一
号

宮
城
県
石
巻
市
渡
波
字
黄
金

浜
八
五
番
一
号

有
効
期
限

平
成
二
十
五
年

三
月
二
十
八
日

平
成
二
十
五
年

三
月
二
十
八
日

平
成
二
十
八
年

三
月
二
十
九
日

平
成
二
十
八
年

三
月
十
六
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
十
三
号

　

肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
肥
料
の
登

録
事
項
に
係
る
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

登
録
番
号

（
宮
城
県
）

第
四
七
八
号

肥
料
の
種
類

副
産
石
灰
肥
料

肥
料
の
名
称

か
き
が
ら
肥
料

生
産
業
者
の
氏
名
又
は

 
名

称

及

び

住

所

 

上
野
重
彦

変　

更　

の　

内　

容

変
更
事
項

代
表
者
の
氏
名
の
変

更

変　

更　

前

上
野　

利
重

変　

更　

後

上
野　

重
彦

変
更
年
月
日

平
成
二
十
一
年

一
月
二
十
二
日



〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
十
四
号

　

肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
肥
料
の
登
録
は
、
失
効
し

た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
十
五
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
営
五
ヶ
村
堀
地
区

土
地
改
良
事
業
（
か
ん
が
い
排
水
事
業
）
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
縦
覧
に

供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
土
地
改
良
事
業
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事
に
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
異
議
申

立
て
に
対
す
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
決
定
に
対
す
る
取
消
し
の
訴

え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
八
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

登
米
市
役
所

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
十
六
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
営
七
ヶ
宿
２
期
地

区
土
地
改
良
事
業
（
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
）
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
土
地
改
良
事
業
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事
に
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
異
議
申

立
て
に
対
す
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
決
定
に
対
す
る
取
消
し
の
訴

え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
四
七
八
号

第
五
五
四
号

副
産
石
灰
肥
料

副
産
石
灰
肥
料

か
き
が
ら
肥
料

タ
ー
ボ
Ｓ

上
野
重
彦

岩
水
石
灰
工
業
株
式
会
社

代
表
者
住
所
の
変
更

代
表
者
の
氏
名
の
変

更

気
仙
沼
市
中
み
な
と
町
三
六
番
二
号

鈴
木　

�
輔

気
仙
沼
市
柏
崎
四
番
三
八
号

鈴
木　

宏
人

平
成
二
十
一
年

一
月
二
十
二
日

平
成
二
十
二
年

二
月
八
日

失
効
年
月
日

平
成
二
十
二
年

二
月
十
六
日

平
成
二
十
二
年

二
月
十
六
日

平
成
二
十
二
年

二
月
十
六
日

登
録
番
号

（
宮
城
県
）

第
五
四
八
号

第
五
四
九
号

第
五
五
〇
号

肥
料
の
種
類

混
合
有
機
質
肥
料

混
合
有
機
質
肥
料

混
合
有
機
質
肥
料

肥
料
の
名
称

バ
イ
オ
ノ
有
機
Ｐ

Ｅ
Ｓ
六
・
五

バ
イ
オ
ノ
有
機
Ｐ

Ｅ
Ｓ
七
・
〇

バ
イ
オ
ノ
有
機
Ｓ

Ｒ

保
証
成
分
量
（
％
）

窒
素
全
量

六
・
五

七
・
〇

七
・
〇

り
ん
酸
全
量

三
・
五

三
・
五

二
・
五

加
里
全
量

  
二
・
〇

  
二
・
〇

  
二
・
〇

ア
ル
カ
リ
分

そ
の
他
の
規
格

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
は
及
び
そ
の
他
の
制
限

事
項
は
公
定
規
格
の
と
お
り
。

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
は
及
び
そ
の
他
の
制
限

事
項
は
公
定
規
格
の
と
お
り
。

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
は
及
び
そ
の
他
の
制
限

事
項
は
公
定
規
格
の
と
お
り
。

生
産
業
者
の
氏
名

又　

は　

名　

称

大
成
農
材
株
式
会
社

大
成
農
材
株
式
会
社

大
成
農
材
株
式
会
社

生
産
業
者
の
住
所

広
島
県
広
島
市
東
区
戸
坂
新
町
二
丁
目
十
四
番

十
四
号

広
島
県
広
島
市
東
区
戸
坂
新
町
二
丁
目
十
四
番

十
四
号

広
島
県
広
島
市
東
区
戸
坂
新
町
二
丁
目
十
四
番

十
四
号



　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
八
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

七
ヶ
宿
町
役
場

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
十
七
号

　

県
営
桜
場
地
区
土
地
改
良
事
業
（
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
）
変
更
計
画
を
定
め
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和

二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の
三
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に

よ
り
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
七
条
の
三
第
六
項
で
準
用
す

る
同
法
第
八
十
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事

に
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第

八
十
七
条
の
三
第
六
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
決
定
に
対
す
る
取
消
し
の

訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
八
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

登
米
市
役
所
及
び
登
米
市
中
田
総
合
支
所

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
十
八
号

　

県
営
中
田
南
部
地
区
土
地
改
良
事
業
（
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
）
変
更
計
画
を
定
め
た
の
で
、
土
地
改
良
法

（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の
三
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の

規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
七
条
の
三
第
六
項
で
準
用
す

る
同
法
第
八
十
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事

に
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第

八
十
七
条
の
三
第
六
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
決
定
に
対
す
る
取
消
し
の

訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
八
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

登
米
市
役
所
及
び
登
米
市
中
田
総
合
支
所

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
八
十
九
号

　

県
営
牛
橋
地
区
土
地
改
良
事
業
（
か
ん
が
い
排
水
事
業
）
変
更
計
画
を
定
め
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四

年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の
三
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
次

の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
七
条
の
三
第
六
項
で
準
用
す

る
同
法
第
八
十
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事

に
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第

八
十
七
条
の
三
第
六
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
決
定
に
対
す
る
取
消
し
の

訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
八
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

山
元
町
役
場
及
び
亘
理
町
役
場
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〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
九
十
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
営
土
地
改
良

事
業
の
換
地
処
分
を
次
の
と
お
り
行
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

処
分
を
行
っ
た
地
区
の
名
称

　
　

東
大
崎
地
区

二　

処
分
の
年
月
日

　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
十
九
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
九
十
一
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　

栗
原
市
一
迫
字
川
口
山
舘
八
の
二
、
八
の
一
一
、
二
〇
の
四
、
二
一
の
一
、
五
三
、
七
七
、
字
川
口
沢
山
七
七
、

一
一
三

二　

指
定
の
目
的

　
　

干
害
の
防
備

三　

指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

�
　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

�
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
�
　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
栗

原
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
九
十
二
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�
　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　

黒
川
郡
大
和
町
吉
田
字
上
嘉
太
神
南
一
五
の
一
、
一
五
の
二
八
、
一
五
の
二
九
、
一
五
の
五
五
か
ら
一
五
の
五

七
ま
で
、
一
五
の
五
八
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
一
五
の
六
〇
、
一
五
の
六
三
か
ら
一
五
の
六
五
ま
で
、

一
五
の
六
八
、
一
五
の
八
二
、
一
五
の
八
三
、
一
五
の
八
四
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
一
五
の
八
五
か

ら
一
五
の
八
七
ま
で
、
字
旦
ノ
原
三
六
の
一
・
三
六
の
五
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、

三
六
の
七
か
ら
三
六
の
九
ま
で
、
三
六
の
一
〇
・
三
六
の
一
一
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）、
三
六
の
一
二
、
三
六
の
一
三
・
三
六
の
一
八
・
三
六
の
一
九
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分

に
限
る
。）、
三
六
の
二
〇
、
四
〇
の
一
、
四
〇
の
二
、
字
沢
渡
北
七
七
の
一
、
七
七
の
四
か
ら
七
七
の
六
ま
で
、

字
明
ヶ
沢
五
五
の
二

　
�
　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

水
源
の
か
ん
養

　
�
　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

�
　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

�
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

�
　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二�
　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　

黒
川
郡
大
和
町
吉
田
字
上
嘉
太
神
南
一
五
の
三
か
ら
一
五
の
七
ま
で
、
一
五
の
五
二
・
一
五
の
五
四
（
以
上
二

筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
字
旦
ノ
原
三
六
の
一
・
三
六
の
五
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図

に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
三
六
の
六
、
三
六
の
一
〇
・
三
六
の
一
一
・
三
六
の
一
三
・
三
六
の
一
八
・
三
六
の
一

九
（
以
上
五
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
三
六
の
二
一
、
三
六
の
二
二
、
字
瀬
野
久
沢
五
の
四
、

五
の
六
、
五
の
七
、
五
の
一
一
、
五
の
一
三
、
五
の
二
五
、
五
の
三
三
か
ら
五
の
三
五
ま
で
、
字
日
水
三
六
の
二
、

字
台
ヶ
森
北
三
一
の
二
、
字
中
見
山
下
一
四
の
一

　
�
　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備
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�
　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

�
　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

�
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

�
　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
大
和
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
九
十
三
号

　

公
有
水
面
埋
立
法
（
大
正
十
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
有
水
面
埋
立
て
を
次
の
と

お
り
免
許
し
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

免
許
年
月
日

　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
四
日

二　

免
許
を
受
け
た
者
の
名
称

　
　

宮
城
県

三　

埋
立
区
域
及
び
埋
立
て
に
関
す
る
工
事
の
施
行
区
域

　

１　

埋
立
区
域

　
　
�
　

位
置

　
　
　
　

第
三
種
渡
波
漁
港
区
域
内

　

石
巻
市
渡
波
字
祝
田
藤
ヶ
崎
一
番
五
、
同
一
番
三
、
字
佐
須
藤
ヶ
崎
一
番
三
、
同
八
〇
番
地
に
隣
接
す
る
公

有
水
面

　
　
�
　

区
域

　

次
の�
の
地
点
か
ら�
の
地
点
ま
で
を
順
次
に
結
ん
だ
線
、�
の
地
点
か
ら
四
五
度
〇
一
分
五
一
秒
三
六
・

三
七
メ
ー
ト
ル
地
点
を
円
心
と
す
る
半
径
三
六
・
三
七
メ
ー
ト
ル
の
円
周
で�
の
地
点
と�
の
地
点
と
を
結
ぶ

西
側
の
円
弧
、�
の
地
点
と
⑬
の
地
点
を
順
次
に
結
ん
だ
線
及
び�
の
地
点
と�
の
地
点
を
結
ぶ
平
成
二
十
年

の
秋
分
の
日
の
満
潮
位
（
Ｄ
Ｌ
＋
一
・
三
三
メ
ー
ト
ル
）
に
お
け
る
公
有
水
面
と
陸
地
と
の
境
界
線
に
よ
り
囲

ま
れ
た
区
域
。

　
　
　
　
�
の
地
点　

石
巻
市
渡
波
字
佐
須
藤
ヶ
崎
八
〇
番
地
に
設
置
し
た
基
点
Ⅲ－

１（
北
緯
三
八
度
二
四
分
二
一
・

二
〇
四
五
秒
、
東
経
一
四
一
度
二
二
分
五
・
八
五
三
八
秒
）
か
ら　

六
二
度
〇
七
分
一
九
秒　

七

一
・
〇
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　
�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら　

二
三
〇
度
四
四
分
二
八
秒　
　

一
四
・
一
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　
�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら　

三
一
二
度
三
八
分
二
五
秒　
　
　

一
・
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　
�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら　

三
四
三
度
三
五
分
五
〇
秒　
　

三
四
・
七
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　
�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら　
　
　

九
度
四
〇
分
二
四
秒　
　
　

六
・
五
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　
�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら　
　
　

八
度
三
一
分
四
〇
秒　
　

二
〇
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　
�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら　
　
　

六
度
〇
九
分
〇
一
秒　
　

二
〇
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　
�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら　
　
　

七
度
二
六
分
二
一
秒　
　

二
〇
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　
�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら　
　
　

七
度
〇
七
分
二
七
秒　
　

二
〇
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　
�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら　
　
　

六
度
五
三
分
四
二
秒　
　

二
〇
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　
�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら　

三
三
九
度
四
七
分
一
七
秒　
　
　

五
・
四
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　
�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら　
　

四
六
度
〇
三
分
四
二
秒　
　
　

五
・
五
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　
�
の
地
点　
�
の
地
点
か
ら　
　

五
四
度
四
三
分
二
五
秒　
　

一
〇
・
四
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
�
　

面
積

　
　
　
　

一
、
七
一
三
・
五
一
平
方
メ
ー
ト
ル

　

２　

埋
立
て
に
関
す
る
工
事
の
施
行
区
域

　
　
�
　

位
置

　
　
　
　

第
三
種
渡
波
漁
港
区
域
内

　

石
巻
市
渡
波
字
祝
田
藤
ヶ
崎
一
番
五
、
同
一
番
三
、
字
佐
須
藤
ヶ
崎
一
番
二
、
同
一
番
三
、
同
八
〇
番
地
及

び
同
地
に
隣
接
す
る
公
有
水
面

　
　
�
　

区
域

　
　
　
　

次
の
各
地
点
を
順
次
に
結
ん
だ
線
及
び
ア
の
地
点
と
ケ
の
地
点
を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域
。

　
　

ア
の
地
点　

石
巻
市
渡
波
字
佐
須
藤
ヶ
崎
八
〇
番
地
に
設
置
し
た
基
点
Ⅲ－

１（
北
緯
三
八
度
二
四
分
二
一
・

二
〇
四
五
秒
、
東
経
一
四
一
度
二
二
分
五
・
八
五
三
八
秒
）
か
ら　

七
二
度
二
三
分
〇
三
秒　

四

六
・
七
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　

イ
の
地
点　

ア
の
地
点
か
ら　

三
一
八
度
五
七
分
〇
八
秒　
　

二
〇
・
六
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　

ウ
の
地
点　

イ
の
地
点
か
ら　

三
四
六
度
二
一
分
四
二
秒　
　

一
六
・
九
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　

エ
の
地
点　

ウ
の
地
点
か
ら　
　
　

七
度
〇
〇
分
一
六
秒　

一
四
〇
・
六
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　

オ
の
地
点　

エ
の
地
点
か
ら　
　

九
七
度
二
一
分
一
二
秒　
　

二
五
・
八
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点
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カ
の
地
点　

オ
の
地
点
か
ら　

一
六
九
度
三
七
分
三
一
秒　
　
　

九
・
一
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　

キ
の
地
点　

カ
の
地
点
か
ら　

一
八
七
度
四
五
分
二
三
秒　

一
〇
四
・
七
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　

ク
の
地
点　

キ
の
地
点
か
ら　

一
七
七
度
五
〇
分
五
七
秒　
　

一
一
・
六
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　

ケ
の
地
点　

ク
の
地
点
か
ら　

一
五
六
度
五
九
分
四
一
秒　
　

二
六
・
一
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
�
　

面
積

　
　
　
　

四
、
七
七
三
・
〇
九
平
方
メ
ー
ト
ル

四　

埋
立
地
の
用
途

　
　

文
化
施
設
用
地

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
九
十
四
号

　

公
有
水
面
埋
立
法
（
大
正
十
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
有
水
面
埋
立
て
に
つ

い
て
次
の
と
お
り
し
ゅ
ん
功
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

し
ゅ
ん
功
認
可
年
月
日

　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
四
日

二　

し
ゅ
ん
功
認
可
を
受
け
た
者
の
名
称

　
　

女
川
町

三　

埋
立
区
域

　

１　

位
置

　
　
　

第
一
種
小
屋
取
漁
港
区
域
内

　
　
　

牡
鹿
郡
女
川
町
塚
浜
字
小
屋
取
七
十
八
番
に
隣
接
す
る
公
有
水
面

　

２　

区
域

　

次
の
各
点
を
順
次
に
直
線
で
結
ん
だ
線
及
び�
点
と�
点
を
結
ぶ
平
成
十
九
年
の
秋
分
の
満
潮
位（
Ｄ
Ｌ
＋
一
・

五
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
お
け
る
公
有
水
面
と
陸
地
と
の
境
界
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

　
　
　
�
点　

牡
鹿
郡
女
川
町
塚
浜
字
小
屋
取
七
十
八
番
地
内
に
設
置
し
た
基
点
（
北
緯
三
八
度
二
四
分
二
九
秒
、
東

経
一
四
一
度
三
〇
分
〇
九
秒
）
か
ら　

一
三
五
度
二
九
分
四
七
秒　

三
九
・
〇
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　

一
七
〇
度
一
六
分
三
一
秒　

九
一
・
三
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　

二
六
〇
度
三
三
分
三
九
秒　
　

八
・
八
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　

三
五
〇
度
一
四
分
一
五
秒　

八
四
・
八
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　

二
六
〇
度
二
七
分
二
五
秒　
　

二
・
三
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　

三
五
〇
度
〇
九
分
五
九
秒　

一
〇
・
一
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　

３　

面
積

　
　
　

八
三
六
・
六
一
平
方
メ
ー
ト
ル

四　

免
許
の
年
月
日
及
び
番
号

　
　

平
成
二
十
年
二
月
一
日　

宮
城
県
（
水
整
）
指
令
第
三
十
六
号

五　

公
有
水
面
埋
立
法
第
二
十
二
条
第
三
項
の
市
又
は
町

　
　

女
川
町

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
九
十
五
号

　

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
建
設
業
の
許
可
を
取
り
消

し
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

許
可
を
取
り
消
し
た
年
月
日

　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
十
九
日

二　

商
号
又
は
名
称
等
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商
号
又
は
名
称
及

び
代
表
者
の
氏
名

株
式
会
社
渋
彰
建

設澁
谷　

彰
一

堀
江
工
務
店
株
式

会
社
千
葉　

義
男

有
限
会
社
恵
装
建

鈴
木　

弘
恵

株
式
会
社
エ
ム
・

ケ
ー
木
町　

元
信

株
式
会
社
ア
サ
ヒ

今
野　

雅
三

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

仙
台
市
青
葉
区
八
幡
二
丁

目
三－

六

大
崎
市
古
川
穂
波
一
丁
目

三－

十
三

仙
台
市
若
林
区
大
和
町
五

丁
目
四－

二
十
五－

六
百

五仙
台
市
青
葉
区
上
愛
子
字

北
原
道
上
十
一－

十
九

塩
竈
市
舟
入
一
丁
目
六－
九

建

設

業

許

可

番

号

般
・
特－

十
八

第
千
九
百
六
十

六
号

般－

十
七

第
七
千
八
百
三

十
二
号

般－

十
九

第
一
万
三
千
七

百
七
十
七
号

般－

十
八

第
一
万
三
千
八

百
八
十
七
号

般－

二
十

第
一
万
五
千
百

十
四
号

申
請
区
分
及
び
許
可

を
取
り
消
し
た
建
設

工
事
の
種
類 

一
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

建
築
工
事
業

一
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

左
官
工
事
業

　

石
工
事
業

　

板
金
工
事
業

　

ガ
ラ
ス
工
事
業

　

塗
装
工
事
業

　

防
水
工
事
業

　

建
具
工
事
業

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

内
装
仕
上
工
事
業

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

土
木
工
事
業

　

石
工
事
業

　

ほ
装
工
事
業

　

水
道
施
設
工
事
業

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

土
木
工
事
業

受

付

年

月

日

平
成
二
十
二
年

 

二
月
十
七
日

平
成
二
十
二
年

 

二
月
二
十
六
日

平
成
二
十
二
年

 

二
月
十
七
日

平
成
二
十
二
年

 

二
月
二
十
二
日

平
成
二
十
二
年

 

二
月
十
五
日



三　

許
可
取
消
し
の
原
因

　
　

建
設
業
に
係
る
廃
業
等
の
届
出
が
あ
り
、
建
設
業
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
四
号
に
該
当

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
九
十
六
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
北
部

土
木
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

文
字
上
尾
松
線

三　

道
路
の
区
域

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
九
十
七
号

　

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
二
条
第
五
項
の
規
定

に
よ
り
、
仙
台
塩
釜
港
仙
台
港
区
の
新
た
な
港
湾
施
設
の
概
要
を
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

　

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
土
木
部
港
湾
課
及
び
宮
城
県
仙
台
塩
釜
港
湾
事
務
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
九
十
八
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

松
島
町

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称
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変　

更　

の　

区　

間

栗
原
市
栗
駒
文
字
新
荒
砥
沢
三
一
番
一
地
先

か
ら

同
市
栗
駒
文
字
鷲
の
巣
三
三
番
地
先
ま
で

変
更
の

前　

後

前
Ａ

　

Ａ
後　
　

Ｂ

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

　

五
・
〇
〜

 

二
五
・
〇

　

五
・
〇
〜

 

二
五
・
〇

　

三
・
五
〜
七
・
八

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

九
四
二
・
六

九
四
二
・
六

七
八
三
・
七

備　
　

考

　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

い
う
。

　

後
Ｂ
の
区
間

は
み
な
し
供
用
。

山
建
株
式
会
社

千
葉　

一
義

株
式
会
社
富
田
建

設富
田　

明
弘

有
限
会
社
丸
由
建

築
設
計
事
務
所

伊
藤　

義
輝

株
式
会
社
鈴
隆

鈴
木　

隆
義

宮
城
森
林
産
業
協

同
組
合

遠
藤　

博
幸

栗
原
市
花
山
字
本
沢
松
田

二
十
三－

三

仙
台
市
泉
区
館
二
丁
目
二

－

七
仙
台
市
宮
城
野
区
蟹
沢
三

－

十
一

岩
沼
市
押
分
字
西
土
手
百

－

五
仙
台
市
青
葉
区
上
杉
三
丁

目
三－

十
六

般－

十
六

第
一
万
五
千
八

百
四
十
七
号

般－

十
七

第
一
万
六
千
八

十
五
号

般－

十
八

第
一
万
六
千
五

百
十
一
号

般－
十
七

第
一
万
七
千
四

百
二
十
一
号

般－

十
九

第
一
万
七
千
九

百
二
十
九
号

　

と
び
・
土
工
工
事
業

　

石
工
事
業

　

鋼
構
造
物
工
事
業

　

ほ
装
工
事
業

　

し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
業

　

水
道
施
設
工
事
業

一
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

土
木
工
事
業

　

と
び
・
土
工
工
事
業

　

屋
根
工
事
業

　

ほ
装
工
事
業

　

水
道
施
設
工
事
業

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

土
木
工
事
業

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

建
築
工
事
業

一
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

土
木
工
事
業

　

と
び
・
土
工
工
事
業

　

石
工
事
業

　

鋼
構
造
物
工
事
業

　

ほ
装
工
事
業

　

し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
業

　

水
道
施
設
工
事
業

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

建
築
工
事
業

平
成
二
十
二
年

 

二
月
十
九
日

平
成
二
十
二
年

 

二
月
二
十
六
日

平
成
二
十
二
年

 

二
月
十
六
日

平
成
二
十
二
年

 

二
月
二
十
六
日

平
成
二
十
二
年

 

二
月
二
十
六
日

種　
　

類

臨
港
交
通
施
設

臨
港
交
通
施
設

臨
港
交
通
施
設

港
湾
環
境
整
備

施
設

港
湾
環
境
整
備

施
設

施　
設　
名

ふ
頭
四
号
線

ふ
頭
五
号
線

ふ
頭
六
号
線

中
野
緑
地

向
洋
海
浜
公
園

位　
　

置

仙
台
市
宮
城
野
区

仙
台
市
宮
城
野
区

仙
台
市
宮
城
野
区

仙
台
市
宮
城
野
区

仙
台
市
宮
城
野
区

用　

途

修
景
緑

地親
水
緑

地

構　
　

造

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装

数
量
・
能
力

延
長
一
九
五
メ
ー
ト
ル

延
長
四
五
〇
メ
ー
ト
ル

延
長
二
四
九
メ
ー
ト
ル

面
積
一
三
、
〇
〇
五
平

方
メ
ー
ト
ル

面
積
三
二
、
〇
〇
〇
平

方
メ
ー
ト
ル



　

１　

種
類

　
　
　

松
島
観
光
都
市
計
画
道
路
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

三
・
四
・
八
号　

根
廻
磯
崎
線

三　

事
業
施
行
期
間

　
　

平
成
十
年
二
月
二
十
七
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
九
十
九
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

気
仙
沼
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

気
仙
沼
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

気
仙
沼
市
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間

　

「
昭
和
四
十
八
年
九
月
二
十
九
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
昭
和
四
十
八
年
九
月
二
十
九

日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

「
石
越
町
」
を
「
登
米
市
」
に
変
更
す
る
。

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

「
若
柳
都
市
計
画
下
水
道
事
業
」
を
「
栗
原
都
市
計
画
下
水
道
事
業
」
に
変
更
す
る
。

　

２　

名
称

　

「
石
越
町
流
域
関
連
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
」
を
「
登
米
市
流
域
関
連
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
」
に

変
更
す
る
。

三　

事
業
施
行
期
間

　

「
平
成
五
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
五
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
平

成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
一
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

「
若
柳
町
」、「
金
成
町
」、「
築
館
町
」、「
志
波
姫
町
」
及
び
「
栗
駒
町
」
を
「
栗
原
市
」
に
変
更
す
る
。

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　

「
若
柳
都
市
計
画
下
水
道
事
業
」、「
築
館
都
市
計
画
下
水
道
事
業
」
及
び
「
栗
駒
都
市
計
画
下
水
道
事
業
」
を
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「
栗
原
都
市
計
画
下
水
道
事
業
」
に
変
更
し
、「
鶯
沢
都
市
計
画
下
水
道
事
業
」
を
削
除
す
る
。

　

２　

名
称

　

「
若
柳
町
流
域
関
連
公
共
下
水
道
」
及
び
「
築
館
町
流
域
関
連
公
共
下
水
道
」
を
「
栗
原
市
流
域
関
連
公
共
下

水
道
」
に
変
更
し
、「
金
成
町
流
域
関
連
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
」、「
志
波
姫
町
流
域
関
連
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
」
及
び
「
栗
駒
町
流
域
関
連
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
」
を
「
栗
原
市
流
域
関
連
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
」
に
変
更
し
、「
鶯
沢
町
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
」
を
削
除
す
る
。

三　

事
業
施
行
期
間

　

「
平
成
六
年
一
月
十
四
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」、「
平
成
六
年
三
月
十
四
日
か
ら
平
成
二
十

二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」、「
平
成
六
年
八
月
十
七
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」、「
平
成
六
年
一

月
十
四
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
及
び
「
平
成
六
年
八
月
十
七
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
六
年
一
月
十
四
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
号

　

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
七
条
の
二
十
一
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
確
認
検

査
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

届
出
者
の
名
称

　
　

財
団
法
人
宮
城
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

二　

変
更
後
の
届
出
者
の
確
認
検
査
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

　
�
　

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
一
丁
目
一
番
二
十
号

　
�
　

大
崎
市
古
川
旭
四
丁
目
三
番
二
十
四
号

三　

変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

　
　

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
三
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
津
山
土
地
改
良
区
役

員
の
就
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

 

宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

東　
　

野　
　

真　
　

人　
　
　

　

就
任
し
た
者

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
四
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
九
十
六
条
の
三
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
審
査
し
た
結
果
、
登
米
市
が
行
う
土
地
改
良
事
業
（
中
田
地
区
）
計
画
の
変
更
を
適
当
と
決
定

し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
決
定
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事
に
異
議
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
決
定
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
決
定
に
対

す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日　

 

宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

東　
　

野　
　

真　
　

人　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

土
地
改
良
事
業
（
中
田
地
区
）
変
更
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
八
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

登
米
市
役
所
及
び
登
米
市
中
田
総
合
支
所

 
企

業

局

〇
宮
城
県
企
業
局
管
理
規
程
第
三
号

　

工
業
用
水
道
施
設
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

 

宮
城
県
公
営
企
業
管
理
者　
　

佐　
　

藤　
　

幸　
　

男　
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就

任

年

月

日

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
三
日

氏　
　
　

名

佐
々
木　

一　

男

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

登
米
市
津
山
町
柳
津
字
幣
崎
八
十
三
番
地

役
職
名

理　

事



　
　
　

工
業
用
水
道
施
設
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程

　

工
業
用
水
道
施
設
管
理
規
程
（
昭
和
四
十
九
年
宮
城
県
企
業
局
管
理
規
程
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

　

第
四
条
第
一
項
中
「
三
回
」
を
「
一
回
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
管
理
規
程
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
企
業
局
管
理
規
程
第
四
号

　

仙
台
港
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

 

宮
城
県
公
営
企
業
管
理
者　
　

佐　
　

藤　
　

幸　
　

男　
　
　

　
　
　

仙
台
港
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程

　

仙
台
港
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
管
理
規
程
（
平
成
十
一
年
宮
城
県
企
業
局
管
理
規
程
第
九
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
四
条
第
三
項
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

八　

転
貸
、
権
利
譲
渡
、
暴
力
団
（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第

七
十
七
号
）第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
を
い
う
。以
下
同
じ
。）の
利
益
と
な
る
貸
室
等
の
使
用
等
の
禁
止

　

第
四
条
第
三
項
第
十
号
中
「
解
約
」
を
「
解
除
」
に
改
め
る
。

　

第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
意
見
の
聴
取
）

第
四
条
の
二　

管
理
者
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
入
居
申
込
書
を
徴
し
た
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
当
該
入
居
申
込
書
に
よ
る
申
込
み
に
係
る
貸
室
等
の
貸
借
に
お
け
る
使
用
が
暴
力
団
の
利
益
と
な
る

使
用
と
な
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
宮
城
県
警
察
本
部
長
に
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
二
十
四
条
中
第
十
二
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
八
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

九　

暴
力
団
の
利
益
と
な
る
使
用
を
し
な
い
こ
と
。

　

第
二
十
六
条
中
「
第
十
二
号
」
を
「
第
十
三
号
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
意
見
の
聴
取
）

第
二
十
六
条
の
二　

管
理
者
は
、
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ホ
ー
ル
等
使
用
申
込
書
又
は
第
十
九
条
の
規
定
に

よ
る
ホ
ー
ル
等
使
用
承
諾
変
更
申
込
書
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
申
込
書
」
と
総
称
す
る
。）
の
提
出
が
あ
っ
た

場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
申
込
書
に
よ
る
申
込
み
に
係
る
ホ
ー
ル
等
の
使
用
が
暴
力

団
の
利
益
と
な
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
宮
城
県
警
察
本
部
長
に
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

様
式
第
一
号
中

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

を「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

に
改
め
る
。

　

様
式
第
七
号
中

をに
改
め
る
。

　

様
式
第
八
号
中
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�
　
決
算
関
連
書
類
（
３
か
年
分
）
：
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
部
課
名
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
者
氏
名
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
連
　
絡
　
先
：
　

　
�
　
決
算
関
連
書
類
（
３
か
年
分
）
：
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
部
課
名
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
者
氏
名
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
連
　
絡
　
先
：
　

備
考１
　
貸
室
等
を
貸
借
す
る
に
当
た
り
、
又
は
貸
借
し
た
後
に
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
仙
台
港
国
際

ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
管
理
規
程
第
４
条
の
２
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
申
込
み
に
係
る
貸
室
等
の
貸

借
に
お
け
る
使
用
が
暴
力
団
の
利
益
と
な
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
宮
城
県
警
察
本
部
長
に
対
し
、
こ
の
申

込
み
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
、
そ
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

２
　
貸
室
等
を
貸
借
し
た
後
に
、
借
受
人
が
暴
力
団
の
利
益
と
な
る
当
該
貸
室
等
の
使
用
を
し
て
い
る
こ
と
が

判
明
し
た
場
合
は
、
仙
台
港
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
管
理
規
程
第
４
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る

契
約
書
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
貸
室
等
の
貸
借
に
係
る
契
約
を
解
除
し
ま
す
。

」
＊
欄
に
は
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

「

」

１
　
＊
欄
に
は
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

 2　
使
用
を
承
諾
す
る
に
当
た
り
、
又
は
承
諾
を
し
た
後
に
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
仙
台
港
国

際
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
管
理
規
程
第
26条

の
２
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
申
込
み
に
係
る
ホ
ー
ル

等
の
使
用
が
暴
力
団
の
利
益
と
な
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
宮
城
県
警
察
本
部
長
に
対
し
、
こ
の
申
込
み

に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
、
そ
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 3　
使
用
を
承
諾
し
た
後
に
暴
力
団
の
利
益
と
な
る
使
用
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
は
、
仙
台
港
国
際

ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
管
理
規
程
第
25条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
使
用
の
承
諾
を
取
り
消

し
、
又
は
使
用
を
停
止
し
ま
す
。

「



「２
返
還
額
が
あ
る
場
合
は
、
申
込
者
欄
に
押
印
し
て
く
だ
さ
い

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

を「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
管
理
規
程
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
、
同
日
以
後
の
仙
台
港
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
管
理
規
程
第
三
条
第
二
号
に
規
定
す
る
貸
室
等
の
貸
借
及
び
同
条
第
三
号
に
規
定
す
る
ホ
ー
ル
等
の
使
用
に
つ
い

て
適
用
す
る
。

 
監
査
委
員

。
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２
　
返
還
額
が
あ
る
場
合
は
、
申
込
者
欄
に
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

３
　
使
用
の
変
更
を
承
諾
す
る
に
当
た
り
、
又
は
承
諾
を
し
た
後
に
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
仙
台
港

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
管
理
規
程
第
26条

の
２
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
申
込
み
に
係
る
ホ
ー
ル
等

の
使
用
が
暴
力
団
の
利
益
と
な
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
宮
城
県
警
察
本
部
長
に
対
し
、
こ
の
申
込
み
に
関
す

る
情
報
を
提
供
し
て
、
そ
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

４
　
使
用
の
変
更
を
承
諾
し
た
後
に
暴
力
団
の
利
益
と
な
る
使
用
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
は
、
仙
台
港
国

際
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
管
理
規
程
第
25条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
使
用
の
承
諾
を
取
り
消

し
、
又
は
使
用
を
停
止
し
ま
す
。

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
20号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号

）
第
199条

第
７
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
し
た
財
政
的
援
助
団
体
等
の
監
査

の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
平
成
22年

３
月
30日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
内
　
　
海
　
　
　
　
　
太
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
佐
々
木
　
　
敏
　
　
克
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
遊
　
　
佐
　
　
勘
左
衛
門
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
工
　
　
藤
　
　
鏡
　
　
子
　
　
　

１
　
監
査
実
施
団
体
及
び
監
査
実
施
年
月
日
並
び
に
事
業
概
要
等

　
　
下
記
２
の
と
お
り

２
　
監
査
結
果

　
平
成
20年

度
の
出
納
そ
の
他
の
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

   そ
の
結
果
，
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
り
，
そ
の
他
の
軽
易
な
事
項
に
つ
い
て
は
各
団
体
に

注
意
を
し
ま
し
た
。

記

監
査

の
結

果
等

実
施
年
月
日

団
　
体
　
名

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
農
家
か
ら
の
需
要
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
優
良
種
子
・
種
苗
の

生
産
供
給
体
制
の
確
立
に
努
め
，
品
質
及
び
生
産
性
の
優
れ
た
原

種
苗
を
供
給
す
る
た
め
の
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

〔
出
資
金
〕

　
500,000,000円

（
基
本
財
産
　
900,000,000円

）

３
　
監
査
の
結
果

�
　
特
定
資
産
等
の
取
扱
い
に
お
い
て
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
認

め
ら
れ
た
の
で
，
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。

�
　
主
要
農
作
物
種
子
備
蓄
事
業
の
備
蓄
種
子
に
関
す
る
事
務
に

お
い
て
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
改
善
す
る

必
要
が
あ
る
。

21．
11．

10
社
団
法
人

み
や
ぎ
原
種
苗
セ
ン

タ
ー

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
地
方
的
な
幹
線
道
路
の
整
備
を
促
進
し
交
通
の
円
滑
化
を
図
る

た
め
，
道
路
の
新
設
，
改
築
，
維
持
，
修
繕
の
事
業
等
を
行
っ
て

い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

〔
出
資
金
〕

　
17,416,125,000円

（
出
資
金
　
21,836,000,000円

）

〔
負
担
金
〕

　
地
方
公
共
団
体
関
係
団
体
共
済
組
合
県
負
担
金
 4,683,249円

〔
債
務
保
証
〕

　
債
務
保
証
契
約
に
係
る
平
成
20年

度
末
借
入
金
残
高

 
12,778,015,624円

３
　
監
査
の
結
果

　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
い
た
。

21．
11．

11
宮
城
県
道
路
公
社

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
妊
娠
，
出
産
か
ら
思
春
期
，
成
人
に
至
る
子
ど
も
の
全
て
の
成

長
過
程
に
お
い
て
，
高
度
で
専
門
的
な
医
療
の
提
供
を
行
っ
て
い

る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
1,234,086,843円

（
資
本
金
　
1,234,086,843円

）

　
〔
負
担
金
〕

　
　
宮
城
県
立
こ
ど
も
病
院
運
営
費
負
担
金
 
2,191,747,000円

21．
11．

12
地
方
独
立
行
政
法
人

宮
城
県
立
こ
ど
も
病
院
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〔
貸
付
金
〕

　
　
運
営
費
貸
付
金
（
短
期
） 

250,000,000円

　
　
長
期
貸
付
金
に
係
る
平
成
20年

度
末
残
高

 
9,267,937,411円

３
　
監
査
の
結
果

　
経
営
努
力
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
３
期
連
続
の
当
期
純
損
失
の

計
上
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
経
営
改
善
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
県
土
の
保
全
，
森
林
資
源
の
造
成
な
ど
を
図
る
た
め
，
造
林
及

び
育
林
等
に
関
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
100,000,000円

（
基
本
財
産
　
125,452,095円

）

　
〔
補
助
金
〕

　
　
公
的
森
林
整
備
推
進
事
業
補
助
金
 

112,465,544円

　
　
流
域
広
域
保
全
林
整
備
事
業
補
助
金
 

291,119円

　
　
森
林
整
備
活
性
化
事
業
補
助
金
 

2,157,374円

　
〔
貸
付
金
〕

　
　
長
期
貸
付
金
に
係
る
平
成
20年

度
末
残
高
 
11,240,161,000

円　
〔
損
失
補
償
〕

　
　
損
失
補
償
契
約
に
係
る
平
成
20年

度
末
借
入
金
残
高

 
5,027,433,627円

　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
宮
城
県
蔵
王
野
鳥
の
森
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー
 
23,952,000円

３
　
監
査
の
結
果

�
　
収
支
計
算
書
に
お
い
て
３
期
連
続
の
損
失
を
計
上
す
る
ほ
か

多
額
の
累
積
債
務
16,267百

万
円
（
う
ち
県
借
入
金
11,240百

万
円
）
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
経
営
改
善
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
。

�
　
貸
借
対
照
表
に
有
価
証
券
（
株
式
）
の
価
額
が
適
正
に
計
上

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
改
善
す
る
必
要
が

あ
る
。

21．
12．

16
社
団
法
人

宮
城
県
林
業
公
社

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
文
化
活
動
の
一
層
の
活
性
化
を
図
る
た
め
，
文
化
意
識
啓
発
事

業
及
び
文
化
情
報
提
供
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
1,155,000,000円

（
基
本
財
産
　
1,158,000,000円

）

　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

21．
12．

17
財
団
法
人

宮
城
県
文
化
振
興
財
団

（
宮
城
県
民
会
館
管
理

運
営
共
同
企
業
体
）

　
　
宮
城
県
民
会
館
（
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
）

 
126,352,000円

３
　
監
査
の
結
果

　
貸
借
対
照
表
に
お
い
て
，
無
形
固
定
資
産
（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）

の
計
上
漏
れ
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
下
水
道
に
関
す
る
知
識
の
普
及
啓
蒙
事
業
，
下
水
道
技
術
職
員

養
成
事
業
，
下
水
道
汚
泥
等
の
有
効
利
用
及
び
調
査
研
究
並
び
に

県
が
設
置
し
て
い
る
流
域
下
水
道
施
設
の
管
理
運
営
業
務
等
を

行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

〔
出
資
金
〕

　
34,200,000円

（
基
本
財
産
　
68,400,000円

）

〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
仙
塩
流
域
下
水
道
施
設
外
６
施
設
 

3,567,002,543円

３
　
監
査
の
結
果

　
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

21．
12．

17
財
団
法
人

宮
城
県
下
水
道
公
社

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
仙
台
塩
釜
港
に
お
け
る
フ
ェ
リ
ー
埠
頭
の
管
理
運
営
事
業
を

行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

〔
出
資
金
〕

　
20,000,000円

（
基
本
財
産
　
20,000,000円

）

〔
貸
付
金
〕

　
長
期
貸
付
金
に
係
る
平
成
20年

度
末
残
高
 
113,824,000円

〔
損
失
補
償
〕

　
損
失
補
償
契
約
に
係
る
平
成
20年

度
末
借
入
金
残
高

 
　
285,390,000円

３
　
監
査
の
結
果

　
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

21．
12．

18
財
団
法
人

宮
城
県
フ
ェ
リ
ー
埠
頭

公
社

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
石
巻
湾
海
域
に
お
け
る
漁
業
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
，
石
巻

副
港
の
建
設
及
び
石
巻
港
に
入
出
港
す
る
船
舶
に
よ
り
生
じ
た
漁

業
被
害
に
対
す
る
助
成
等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

〔
出
資
金
〕

　
330,000,000円

（
基
本
財
産
　
550,000,000円

）

３
　
監
査
の
結
果

21．
12．

22
財
団
法
人

石
巻
湾
漁
業
振
興
基
金
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県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
い
た
。

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
住
民
の
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
，
住
宅
不
足
の
著
し
い
地
域

に
お
い
て
居
住
環
境
の
良
好
な
集
団
住
宅
及
び
宅
地
の
供
給
事
業

等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

〔
出
資
金
〕

　
20,500,000円

（
資
本
金
　
21,850,000円

）

〔
補
助
金
〕

　
ゆ
と
り
あ
る
住
ま
い
づ
く
り
推
進
事
業
補
助
金
 
98,000円

〔
負
担
金
〕

　
地
方
公
共
団
体
関
係
団
体
共
済
組
合
県
負
担
金
 4,241,784円

〔
貸
付
金
〕

　
仙
台
北
部
中
核
都
市
建
設
促
進
事
業
資
金
貸
付
金
（
短
期
）

 
200,000,000円

　
長
期
貸
付
金
に
係
る
平
成
20年

度
末
残
高
 

2,120,000円

〔
損
失
補
償
〕

　
損
失
補
償
契
約
に
係
る
平
成
20年

度
末
借
入
金
残
高

 
19,926,000,000円

３
　
監
査
の
結
果

　
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

22．
１
．
19

宮
城
県
住
宅
供
給
公
社

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
及
び
県
民
の
体
力
向
上
等
を
図
る
た
め
，
体

育
関
係
諸
団
体
相
互
の
連
携
及
び
競
技
力
向
上
対
策
事
業
等
を

行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

〔
出
資
金
〕

　
75,000,000円

（
基
本
財
産
　
137,060,000円

）

〔
補
助
金
〕

　
ス
ポ
ー
ツ
選
手
強
化
対
策
費
補
助
金
 

151,939,271円

　
東
北
総
合
体
育
大
会
参
加
補
助
金
 

25,707,197円

　
国
民
体
育
大
会
参
加
補
助
金
（
本
大
会
） 

61,078,632円

　
国
民
体
育
大
会
参
加
補
助
金
（
冬
季
大
会
） 

6,147,358円

　
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
推
進
費
補
助
金
 

4,068,568円

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
費
補
助
金
 

1,150,000円

３
　
監
査
の
結
果

　
特
別
会
計
の
廃
止
処
理
に
お
い
て
，
不
適
切
な
処
理
が
認
め
ら

れ
た
の
で
，
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。

22．
１
．
19

財
団
法
人

宮
城
県
体
育
協
会

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
農
業
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
，
農
地
保
有
の
合
理
化
促
進
及

び
農
畜
産
業
の
振
興
に
関
す
る
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

〔
出
資
金
〕

　
472,600,000円

（
基
本
財
産
　
922,200,000円

）

〔
補
助
金
〕

　
農
地
保
有
合
理
化
促
進
対
策
費
補
助
金
 

96,292,000円

　
畜
産
環
境
総
合
整
備
事
業
費
補
助
金
 

487,905,000円

〔
交
付
金
〕

　
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
 

4,935,000円

〔
貸
付
金
〕

　
公
共
牧
場
経
営
基
盤
強
化
対
策
事
業
資
金
貸
付
金
（
短
期
）

 
100,000,000円

　
長
期
貸
付
金
に
係
る
平
成
20年

度
末
残
高
 

4,200,000円

〔
損
失
補
償
〕

　
損
失
補
償
契
約
に
係
る
平
成
20年

度
末
借
入
金
残
高

 
880,970,783円

〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
宮
城
県
岩
出
山
牧
場
 

88,810,700円

３
　
監
査
の
結
果

�
　
正
味
財
産
が
出
資
金
を
下
回
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
の

で
，
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。

�
　
農
地
保
有
合
理
化
関
連
事
業
に
お
い
て
，
未
収
金
縮
減
に
努

力
し
て
い
る
も
の
の
，
な
お
多
額
の
延
滞
未
収
金
が
認
め
ら
れ

た
の
で
，
引
き
続
き
収
納
促
進
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

�
　
退
職
給
付
引
当
金
及
び
売
買
損
失
引
当
金
の
計
上
不
足
が
認

め
ら
れ
た
の
で
，
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。

22．
１
．
20

社
団
法
人

宮
城
県
農
業
公
社

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
七
ヶ
宿
ダ
ム
自
然
休
養
公
園
施
設
の
維
持
管
理
運
営
事
業
及
び

七
ヶ
宿
ダ
ム
の
水
質
保
全
啓
発
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

〔
出
資
金
〕

　
150,000,000円

（
基
本
財
産
　
302,000,000円

）

３
　
監
査
の
結
果

　
財
務
諸
表
等
の
計
数
及
び
注
記
の
不
備
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，

改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。

21．
11．

10
財
団
法
人

七
ケ
宿
ダ
ム
自
然
休
養

公
園
管
理
財
団

１
　
団
体
の
事
業
概
要

21．
11．

11
財
団
法
人
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建
設
産
業
の
構
造
改
善
を
促
進
す
る
た
め
，
人
材
育
成
・
能
力

向
上
事
業
，
情
報
化
推
進
事
業
及
び
技
術
開
発
・
研
究
事
業
等
を

行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

〔
出
資
金
〕

　
150,000,000円

（
基
本
財
産
　
325,000,000円

）

３
　
監
査
の
結
果

　
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

み
や
ぎ
建
設
総
合
セ
ン

タ
ー

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
伊
豆
沼
・
内
沼
の
自
然
環
境
保
全
及
び
活
用
に
関
す
る
普
及
啓

発
事
業
，
保
全
企
画
事
業
，
県
が
設
置
す
る
宮
城
県
伊
豆
沼
・
内

沼
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
事
業
等
を
行
っ
て
い

る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

〔
出
資
金
〕

　
100,000,000円

（
基
本
財
産
　
259,881,618円

）

〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
宮
城
県
伊
豆
沼
・
内
沼
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
セ
ン
タ
ー

 
27,826,000円

３
　
監
査
の
結
果

　
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

21．
11．

12
財
団
法
人

宮
城
県
伊
豆
沼
・
内
沼

環
境
保
全
財
団

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
森
林
の
適
正
管
理
及
び
林
業
労
働
者
の
育
成
確
保
を
図
る
た

め
，
普
及
啓
発
事
業
，
就
労
環
境
改
善
対
策
事
業
及
び
林
業
労
働

力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

〔
出
資
金
〕

　
250,000,000円

（
基
本
財
産
　
500,300,000円

）

〔
補
助
金
〕

　
森
林
整
備
担
い
手
対
策
基
金
事
業
補
助
金
 

9,200,000円

森
林
整
備
担
い
手
対
策
基
金
事
業
（
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ

ン
タ
ー
支
援
）
補
助
金
 

1,900,000円

〔
交
付
金
〕

　
宮
城
県
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
づ
く
り
交
付
金
 280,000円

３
　
監
査
の
結
果

　
財
務
諸
表
に
お
い
て
，
計
数
等
の
誤
り
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，

改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。

21．
12．

16
財
団
法
人

み
や
ぎ
林
業
活
性
化
基

金

１
　
団
体
の
事
業
概
要

21．
12．

18
宮
城
県
開
発
株
式
会
社

　
石
巻
港
に
お
け
る
倉
庫
業
と
し
て
の
輸
入
木
材
保
管
業
務
，
船

舶
給
水
事
業
及
び
砕
石
供
給
販
売
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

〔
出
資
金
〕

　
30,000,000円

（
資
本
金
　
90,000,000円

）

３
　
監
査
の
結
果

　
退
職
給
付
引
当
金
の
計
上
不
足
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
改
善
す

る
必
要
が
あ
る
。

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
主
要
青
果
物
生
産
の
安
定
的
拡
大
と
生
産
農
家
の
経
営
安
定
を

図
る
た
め
，
生
産
者
及
び
農
業
関
係
団
体
等
が
負
担
し
た
補
償
準

備
金
を
基
に
出
荷
販
売
価
格
の
低
落
に
際
し
，
こ
れ
を
補
て
ん
す

る
相
互
補
償
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

〔
出
資
金
〕

　
172,000,000円

（
基
本
財
産
　
414,080,000円

）

〔
補
助
金
〕

　
青
果
物
価
格
安
定
対
策
事
業
補
助
金
 

609,234円

３
　
監
査
の
結
果

　
会
計
処
理
規
程
に
基
づ
く
総
勘
定
元
帳
，
仕
訳
帳
及
び
振
替
伝

票
の
整
備
に
不
備
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。

21．
12．

24
社
団
法
人

宮
城
県
青
果
物
価
格
安

定
相
互
補
償
協
会

１
　
事
業
概
要

　
中
小
漁
業
者
が
金
融
機
関
か
ら
資
金
を
借
り
入
れ
る
に
当
た

り
，
債
務
を
保
証
す
る
保
証
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

〔
出
資
金
〕

　
811,250,000円

（
基
本
財
産
　
2,795,211,376円

）

〔
損
失
補
償
〕

　
損
失
補
償
契
約
に
係
る
平
成
20年

度
末
借
入
金
残
高

 
422,000,000円

３
　
監
査
の
結
果

　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
い
た
。

22．
１
．
20

宮
城
県
漁
業
信
用
基
金

協
会

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
鉄
道
事
業
法
に
基
づ
く
第
一
種
鉄
道
事
業
者
と
し
て
，
阿
武
隈

急
行
線
の
運
行
管
理
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

〔
出
資
金
〕

384,000,000円
（
資
本
金
　
1,500,000,000円

）

22．
２
．
８

阿
武
隈
急
行
株
式
会
社



 

 

（21）　 平成22年３月30日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2144号　　 
〔
補
助
金
〕

鉄
道
軌
道
近
代
化
設
備
整
備
事
業
費
補
助
金
 
13,669,877円

阿
武
隈
急
行
緊
急
保
全
整
備
事
業
費
等
補
助
金
 22,585,000円

３
　
監
査
の
結
果

　
経
営
努
力
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
繰
越
欠
損
金
が
多
額
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
，
旅
客
収
入
の
確
保
及
び
費
用
の
削
減
等
に
よ

り
経
営
改
善
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

１
　
事
業
概
要

　
中
小
企
業
者
等
が
金
融
機
関
か
ら
資
金
を
借
り
入
れ
る
に
当
た

り
，
債
務
を
保
証
す
る
保
証
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

〔
出
資
金
〕

7,387,642,000円
（
基
本
財
産
　
19,965,666,858円

）

〔
補
助
金
〕

宮
城
県
信
用
保
証
協
会
経
営
基
盤
強
化
対
策
事
業
費
補
助
金

 
81,791,787円

〔
損
失
補
償
〕

損
失
補
償
契
約
に
係
る
平
成
20年

度
末
借
入
金
残
高

 
2,720,963,454円

３
　
監
査
の
結
果

　
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

22．
２
．
９

宮
城
県
信
用
保
証
協
会

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
教
育
基
本
法
及
び
学
校
教
育
法
に
基
づ
き
，
幼
稚
園
，
小
学
校

及
び
高
等
学
校
を
設
置
運
営
し
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

〔
補
助
金
〕

私
立
学
校
運
営
費
補
助
金
 

213,067,000円

私
立
高
等
学
校
授
業
料
軽
減
事
業
補
助
金
 

8,780,000円

私
立
学
校
教
育
改
革
推
進
特
別
経
費
補
助
金
 
2,720,000円

私
立
幼
稚
園
教
育
改
革
推
進
特
別
経
費
補
助
金
 
392,000円

３
　
監
査
の
結
果

　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
い
た
。

22．
１
．
14

学
校
法
人

聖
ド
ミ
ニ
コ
学
院

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
教
育
基
本
法
及
び
学
校
教
育
法
に
基
づ
き
，
幼
稚
園
を
設
置
運

営
し
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

〔
補
助
金
〕

私
立
学
校
運
営
費
補
助
金
 

48,384,000円

22．
１
．
19

学
校
法
人

聖
光
学
園

私
立
学
校
教
育
改
革
推
進
特
別
経
費
補
助
金
 
3,560,000円

私
立
学
校
特
別
支
援
教
育
教
育
費
補
助
金
 

6,272,000円

３
　
監
査
の
結
果

　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
い
た
。

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
教
育
基
本
法
及
び
学
校
教
育
法
に
基
づ
き
，
幼
稚
園
を
設
置
運

営
し
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

〔
補
助
金
〕

私
立
学
校
運
営
費
補
助
金
 

55,399,000円

私
立
学
校
教
育
改
革
推
進
特
別
経
費
補
助
金
 
3,960,000円

３
　
監
査
の
結
果

　
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

22．
１
．
20

学
校
法
人

清
野
学
園

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
教
育
基
本
法
及
び
学
校
教
育
法
に
基
づ
き
，
高
等
学
校
を
設
置

運
営
し
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

〔
補
助
金
〕

私
立
学
校
運
営
費
補
助
金
 

176,790,000円

私
立
高
等
学
校
授
業
料
軽
減
事
業
補
助
金
 
10,176,000円

３
　
監
査
の
結
果

　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
い
た
。

22．
１
．
22

学
校
法
人

畠
山
学
園

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
土
地
改
良
事
業
の
適
切
か
つ
効
率
的
な
運
営
を
確
保
す
る
た

め
，
土
地
改
良
事
業
に
関
す
る
調
査
設
計
，
研
究
及
び
技
術
指
導

等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

〔
補
助
金
〕

水
土
保
全
強
化
対
策
事
業
補
助
金
 

5,278,000円

団
体
営
調
査
設
計
事
業
補
助
金
 

2,988,000円

土
地
改
良
区
統
合
整
備
推
進
事
業
補
助
金
 

600,000円

農
業
用
水
水
源
地
域
保
全
対
策
事
業
補
助
金
 
7,000,000円

土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
適
正
化
事
業
補
助
金
 87,912,000円

基
幹
水
利
施
設
管
理
技
術
者
育
成
支
援
事
業
補
助
金

 
29,500,000円

土
地
改
良
負
担
金
償
還
平
準
化
事
業
補
助
金
 
6,103,710円

担
い
手
育
成
支
援
事
業
補
助
金
 

23,341,000円

〔
損
失
補
償
〕

22．
２
．
９

宮
城
県
土
地
改
良
事
業

団
体
連
合
会
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損
失
補
償
契
約
に
係
る
平
成
20年

度
末
借
入
金
残
高

 
679,258,780円

３
　
監
査
の
結
果

　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
い
た
。

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
民
間
非
営
利
活
動
組
織
）
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
及
び
地
域
の
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
寄
与
す
る
た
め
，
情
報
収
集
と

提
供
，
講
座
・
研
修
等
の
企
画
・
運
営
，
市
民
団
体
等
に
対
す
る

支
援
等
を
行
う
ほ
か
，
県
が
設
置
す
る
宮
城
県
民
間
非
営
利
活
動

プ
ラ
ザ
の
管
理
運
営
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
宮
城
県
民
間
非
営
利
活
動
プ
ラ
ザ
 

34,700,000円

３
　
監
査
の
結
果

�
　
宮
城
県
民
間
非
営
利
活
動
プ
ラ
ザ
指
定
管
理
業
務
に
お
い

　
て
，
利
用
料
金
の
免
除
処
理
に
不
適
切
な
取
り
扱
い
が
認
め

ら
れ
た
の
で
，
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。

�
　
宮
城
県
民
間
非
営
利
活
動
プ
ラ
ザ
指
定
管
理
業
務
の
支
出
手

続
き
に
お
い
て
，
会
計
規
程
に
沿
っ
た
処
理
が
な
さ
れ
て
い
な

い
も
の
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。

22．
２
．
２

特
定
非
営
利
活
動
法
人

杜
の
伝
言
板
ゆ
る
る

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
特
定
建
設
業
者
と
し
て
造
園
工
事
等
の
請
け
負
い
，
県
が
設
置

す
る
仙
台
港
多
賀
城
地
区
緩
衝
緑
地
の
管
理
運
営
事
業
等
を
行
っ

て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
仙
台
港
多
賀
城
地
区
緩
衝
緑
地
 

34,000,000円

３
　
監
査
の
結
果

　
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

22．
２
．
２

東
北
緑
化
環
境
保
全

株
式
会
社

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
障
害
者
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
，
授
産
施
設
等
の
設
置
経
営

等
を
行
う
ほ
か
，
県
が
設
置
す
る
宮
城
県
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

等
の
管
理
運
営
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

宮
城
県
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

47,284,000円

宮
城
県
身
体
障
害
者
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
 
29,369,000円

22．
２
．
３

社
会
福
祉
法
人

宮
城
県
身
体
障
害
者
福

祉
協
会

３
　
監
査
の
結
果

　
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
母
子
福
祉
団
体
の
育
成
指
導
，
母
子
家
庭
及
び
寡
婦
の
自
立
の

促
進
に
関
す
る
事
業
等
を
行
う
ほ
か
，
県
が
設
置
す
る
宮
城
県
母

子
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
宮
城
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

16,977,000円

３
　
監
査
の
結
果

　
宮
城
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
業
務
に
お
い
て
，
給
与

の
支
払
い
が
，
支
給
規
程
と
相
違
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た

の
で
，
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。

22．
2．
３

財
団
法
人

宮
城
県
母
子
福
祉
連
合

会

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
特
定
建
設
業
者
と
し
て
造
園
工
事
等
の
請
け
負
い
，
県
が
設
置

す
る
矢
本
海
浜
緑
地
の
管
理
運
営
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
矢
本
海
浜
緑
地
 

21,500,000円

３
　
監
査
の
結
果

　
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

22．
2．
10

東
洋
緑
化
株
式
会
社

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
特
定
建
設
業
者
と
し
て
造
園
工
事
等
の
請
け
負
い
，
県
が
設
置

す
る
宮
城
県
総
合
運
動
公
園
（
緑
地
部
分
）
の
管
理
運
営
事
業
等

を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
宮
城
県
総
合
運
動
公
園
（
緑
地
部
分
） 

26,600,000円

３
　
監
査
の
結
果

　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
い
た
。

22．
2．
10

株
式
会
社

泉
パ
ー
ク
タ
ウ
ン

サ
ー
ビ
ス

（
注
）
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容
の
「
出
資
金
」
は
，
平
成
20年

度
末
に
お
け
る
出
資
金
総
額
を
示
し
，「
補

助
金
」，「
貸
付
金
」
及
び
「
公
の
施
設
の
管
理
」
等
は
，
平
成
20年

度
に
お
け
る
支
出
額
等
を
示
し
て
い
る
。

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
21号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号

）
第
199条

第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
実
施
し
た
「
収
入
証
紙
制
度
に
つ
い

て
」
に
係
る
監
査
結
果
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。



（23）　 平成22年３月30日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2144号　　 
　
　
平
成
22年

３
月
30日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
内
　
　
海
　
　
　
　
　
太
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
佐
々
木
　
　
敏
　
　
克
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
遊
　
　
佐
　
　
勘
左
衛
門
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
工
　
　
藤
　
　
鏡
　
　
子
　
　
　

第
１
　
監
査
の
対
象
及
び
目
的

　
１
　
監
査
の
対
象

　
収
入
証
紙
制
度
に
つ
い
て

　
２
　
監
査
の
目
的

　
地
方
自
治
法
第
199条

第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
，
証
紙
条
例
施
行
後
45年

が
経
過
し
た
現
行
の
収
入
証
紙
制

度
に
お
け
る
課
題
，
問
題
点
等
に
つ
い
て
検
証
す
る
。

第
２
　
監
査
の
概
要

　
１
　
監
査
の
対
象
　

　
手
数
料
条
例
又
は
個
別
の
条
例
に
基
づ
き
，
宮
城
県
収
入
証
紙
（
以
下
「
証
紙
」
と
い
う
。）
に
よ
り
納
入
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
手
数
料
及
び
使
用
料
の
収
納
事
務
等
と
し
た
。

　
２
　
監
査
対
象
機
関

�
　
出
納
局
会
計
課

�
　
売
り
さ
ば
き
機
関
及
び
平
成
20年

度
の
証
紙
貼
用
実
績
額
が
５
千
万
円
以
上
の
課
並
び
に
関
係
す
る
地
方

機
関
の
中
か
ら
抽
出
し
た
14機

関

　
３
　
実
施
期
間

　
平
成
21年

11月
か
ら
平
成
22年

３
月
ま
で

　
４
　
監
査
の
方
法

　
監
査
は
，
監
査
対
象
機
関
か
ら
事
前
に
提
出
さ
れ
た
行
政
監
査
調
書
等
に
よ
り
，
事
務
局
職
員
に
よ
る
事
前
調

査
を
行
い
，
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
委
員
に
よ
る
監
査
を
実
施
し
た
。

　
５
　
監
査
の
着
眼
点

�
　
売
り
さ
ば
き
人
の
指
定
等
の
状
況
に
つ
い
て

�
　
証
紙
の
出
納
状
況
に
つ
い
て

�
　
売
り
さ
ば
き
手
数
料
に
つ
い
て

�
　
申
請
書
等
の
提
出
状
況
に
つ
い
て

�
　
証
紙
に
よ
り
徴
収
す
る
手
数
料
に
つ
い
て

�
　
課
題
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

　
６
　
そ
の
他

　
監
査
対
象
機
関
の
庁
舎
内
に
売
り
さ
ば
き
所
を
設
置
し
て
い
る
一
般
売
り
さ
ば
き
人
４
機
関
及
び
特
認
売
り
さ

ば
き
人
の
支
店
の
中
か
ら
抽
出
し
た
２
機
関
並
び
に
一
般
利
用
者
と
し
て
１
法
人
か
ら
，
証
紙
制
度
に
関
し
て
参

考
意
見
を
聴
取
し
た
。

第
３
　
監
査
の
結
果

　
１
　
本
県
に
お
け
る
証
紙
制
度
の
導
入

�
　
証
紙
制
度

　
　
証
紙
制
度
と
は
，
現
金
以
外
の
納
入
方
法
の
一
つ
で
，
県
が
印
刷
す
る
証
紙
を
売
り
さ
ば
き
人
等
を
通
し
て

県
民
等
が
証
紙
を
購
入
し
，
申
請
書
等
に
貼
付
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
現
金
に
よ
る
納
入
の
手
続
き
が
省
略
で

き
る
制
度
を
い
う
。

�
　
導
入
の
背
景

　
　
昭
和
38年

の
地
方
自
治
法
改
正
前
に
お
い
て
は
，
歳
入
の
収
納
は
現
金
で
行
う
の
が
原
則
で
あ
っ
た
が
，
現

金
主
義
の
建
前
を
固
執
す
る
こ
と
は
，
住
民
に
と
っ
て
も
普
通
公
共
団
体
に
と
っ
て
も
非
常
に
不
便
を
き
た
す

場
合
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
，
現
金
主
義
の
例
外
的
取
扱
い
を
認
め
た
明
確
な
規
定
が
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
，
大
多
数
の
普
通
公
共
団
体
が
必
要
に
迫
ら
れ
て
昭
和
38年

の
改
正
前
の
地
方
自
治
法
施
行
令
第
148条

た
だ
し
書
の
規
定
中
「
納
額
告
知
書
又
は
納
付
書
に
よ
り
難
い
も
の
」
を
根
拠
と
し
て
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
証
紙
に
よ
る
収
入
の
方
法
を
採
用
し
て
い
た
が
，
昭
和
38年

の
地
方
自
治
法
改
正
に
よ
り
，
証
紙
に
よ

る
収
入
の
方
法
が
制
度
と
し
て
明
定
さ
れ
た
。
本
県
に
お
い
て
は
，
証
紙
条
例
が
昭
和
39年

３
月
26日

に
公
布

さ
れ
，
同
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
。

　
２
　
証
紙
に
よ
り
納
入
す
る
手
数
料
等

�
　
証
紙
に
よ
り
納
入
す
る
手
数
料
等

　
　
証
紙
に
よ
り
納
入
す
る
手
数
料
等
は
，
手
数
料
条
例
，
県
税
条
例
及
び
公
安
委
員
会
関
係
手
数
料
条
例
等
の

個
別
の
条
例
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
使
用
料
及
び
手
数
料
並
び
に
狩
猟
税
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
特
に
，
手
数
料
条
例
に
規
定
す
る
293種

類
の
手
数
料
の
う
ち
，
286種

類
（
約
98％

）
の
手
数
料
に
つ
い
て

は
，
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

�
　
証
紙
に
よ
る
納
入
方
法

　
　
証
紙
に
よ
り
納
入
す
る
使
用
料
及
び
手
数
料
並
び
に
狩
猟
税
は
，
そ
の
納
付
金
額
に
相
当
す
る
券
面
の
証
紙

を
，
法
令
そ
の
他
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
等
に
貼
り
付
け
る
こ
と
に
よ
り
納
入
さ
れ
て
い
る
。

　
３
　
証
紙
の
種
類
及
び
印
刷

�
　
証
紙
の
種
類

　
　
次
の
13種

類
の
証
紙
を
発
行
し
て
い
る
。
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イ
　
低
額
券
　
１
円
，
５
円
，
10円

，
30円

，
50円

，
100円

，
200円

及
び
300円

（
さ
く
ら
柄
）

　
ロ
　
高
額
券
　
500円

，
1,000円

，
3,000円

，
5,000円

及
び
10,000円

（
唐
草
柄
）

�
　
証
紙
の
印
刷

　
　
　
イ
　
証
紙
の
印
刷
状
況

　
証
紙
の
印
刷
は
，
会
計
課
に
お
い
て
証
紙
貼
用
を
担
当
し
て
い
る
主
務
課
か
ら
次
年
度
の
券
種
別
貼
用
見

込
み
の
報
告
を
受
け
て
，在
庫
状
況
及
び
過
去
５
年
間
の
売
り
さ
ば
き
高
を
勘
案
し
て
印
刷
枚
数
を
把
握
し
，

独
立
行
政
法
人
国
立
印
刷
局
に
発
注
し
て
い
る
。

　
な
お
，
印
刷
は
パ
ー
ル
印
刷
方
式
及
び
微
小
文
字
印
刷
方
式
を
採
用
し
，
偽
造
防
止
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
　
ロ
　
証
紙
の
印
刷
数
量
及
び
経
費

　
平
成
20年

度
に
お
け
る
証
紙
の
印
刷
は
，
所
要
見
込
み
に
応
じ
た
９
券
種
の
証
紙
を
印
刷
し
て
お
り
，
印

刷
枚
数
が
最
も
多
い
の
は
1,000円

券
で
120万

枚
，
最
も
少
な
い
の
は
10円

券
で
２
万
枚
と
な
っ
て
い
る
。

印
刷
数
量
の
合
計
は
297万

枚
で
，
金
額
は
45億

9,120万
円
と
な
っ
て
お
り
，
印
刷
経
費
は
，
印
刷
費
が
799

万
4,176円

，
運
搬
費
等
39万

5,604円
の
計
838万

9,780円
と
な
っ
て
い
る
。

　
４
　
証
紙
の
売
り
さ
ば
き

�
　
証
紙
売
り
さ
ば
き
人
の
指
定

　
イ
　
証
紙
売
り
さ
ば
き
人
の
指
定
手
続
き

　
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
人
の
指
定
は
「
宮
城
県
収
入
証
紙
売
り
さ
ば
き
人
の
指
定
に
関
す
る
審
査
基
準
」
及

び
「
宮
城
県
収
入
証
紙
売
り
さ
ば
き
人
の
指
定
に
関
す
る
事
務
要
領
」
に
基
づ
き
，
指
定
申
請
書
及
び
添
付

書
類
を
照
合
・
審
査
し
，
売
り
さ
ば
き
人
と
し
て
の
適
格
性
を
判
断
し
て
知
事
が
指
定
し
て
い
る
。

　
ロ
　
証
紙
売
り
さ
ば
き
人
の
指
定
基
準

　
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
人
に
な
ろ
う
と
す
る
者
か
ら
指
定
申
請
書
を
受
理
後
，
次
の
基
準
に
よ
り
指
定
を

行
っ
て
い
る
。

①
　
住
民
の
利
便
性
が
図
ら
れ
，
証
紙
購
入
の
需
要
が
多
い
こ
と
。

②
　
証
紙
を
常
備
す
る
の
に
必
要
な
資
力
及
び
信
用
を
有
す
る
こ
と
。

③
　
年
間
売
り
さ
ば
き
額
が
100万

円
以
上
あ
り
，
か
つ
，
常
に
売
り
さ
ば
き
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

④
　
証
紙
を
自
己
の
利
益
の
た
め
だ
け
に
使
用
し
な
い
こ
と
。

⑤
　
証
紙
を
安
全
か
つ
保
管
で
き
る
設
備
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

⑥
　
不
特
定
多
数
の
者
に
売
り
さ
ば
く
こ
と
。

�
　
証
紙
売
り
さ
ば
き
人
等

　
イ
　
元
売
り
さ
ば
き
人
（
株
式
会
社
七
十
七
銀
行
県
庁
支
店
）

　
会
計
課
か
ら
証
紙
の
交
付
を
受
け
，
県
に
代
わ
っ
て
一
般
売
り
さ
ば
き
人
に
対
し
て
証
紙
を
交
付
し
て
い

る
ほ
か
，
一
般
売
り
さ
ば
き
人
か
ら
証
紙
売
り
さ
ば
き
手
数
料
請
求
書
を
取
り
ま
と
め
て
，
会
計
課
へ
報
告

し
て
い
る
。

　
ロ
　
特
認
売
り
さ
ば
き
人
（
株
式
会
社
七
十
七
銀
行
及
び
株
式
会
社
仙
台
銀
行
）

　
会
計
課
か
ら
交
付
を
受
け
た
証
紙
を
売
り
さ
ば
き
，
売
り
さ
ば
き
代
金
を
そ
の
都
度
納
入
（
い
わ
ゆ
る

「
委
託
販
売
」）
し
て
い
る
。

　
ハ
　
一
般
売
り
さ
ば
き
人
（
社
団
法
人
宮
城
県
交
通
安
全
協
会
等
24者

）

　
元
売
り
さ
ば
き
人
に
代
金
を
納
入
し
て
交
付
を
受
け
た
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
（
い
わ
ゆ
る
「
買
取
販
売
」）

を
し
て
い
る
。

　
ニ
　
県
の
機
関
（
単
独
庁
舎
の
県
税
事
務
所
等
４
機
関
）

　
会
計
課
か
ら
証
紙
の
交
付
を
受
け
，
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
を
し
て
お
り
，
証
紙
代
金
は
事
後
調
定
に
よ
り

収
納
し
て
い
る
。

�
　
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
所
の
状
況

　
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
所
数
は
，
県
の
機
関
が
４
機
関
５
箇
所
及
び
民
間
売
り
さ
ば
き
人
が
26機

関
372箇

所

の
計
30機

関
377箇

所
と
な
っ
て
い
る
。

　
県
内
に
は
361箇

所
あ
り
，
う
ち
仙
台
市
に
は
そ
の
約
４
割
に
あ
た
る
152箇

所
，
仙
台
市
以
外
の
市
に
は

146箇
所
，
町
村
に
は
63箇

所
あ
る
が
，
大
郷
町
，
大
衡
村
及
び
色
麻
町
の
３
町
村
に
は
売
り
さ
ば
き
所
が
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
，
県
外
は
８
都
道
府
県
に
16箇

所
の
売
り
さ
ば
き
所
が
あ
る
。

　
民
間
売
り
さ
ば
き
人
の
業
態
別
で
は
，
金
融
機
関
が
８
者
305箇

所
，
公
社
等
団
体
が
10者

55箇
所
及
び
一

般
法
人
が
８
者
12箇

所
と
な
っ
て
い
る
。

　
主
な
公
社
等
団
体
は
，
申
請
先
機
関
の
庁
舎
内
に
売
り
さ
ば
き
所
を
設
置
し
て
い
る
社
団
法
人
宮
城
県
交
通

安
全
協
会
（
28箇

所
），
社
団
法
人
宮
城
県
食
品
衛
生
協
会
（
10箇

所
）
及
び
地
方
職
員
共
済
組
合
宮
城
県
支

部
（
６
箇
所
）
な
ど
で
あ
る
。

　
一
般
法
人
は
，
自
動
車
学
校
を
経
営
す
る
５
法
人
及
び
県
合
同
庁
舎
内
売
店
を
運
営
し
て
い
る
２
法
人
な
ど

で
あ
る
。

�
　
証
紙
の
販
売
時
間

　
証
紙
の
販
売
時
間
に
つ
い
て
は
，
売
り
さ
ば
き
所
の
304箇

所
が
午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
と
な
っ
て

い
る
が
，
こ
れ
は
売
り
さ
ば
き
所
の
約
８
割
を
金
融
機
関
（
一
部
機
関
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
（
３

箇
所
））
が
占
め
て
い
る
た
め
で
，
午
後
３
時
以
降
に
証
紙
を
購
入
で
き
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
販
売
時
間
が
申
請
書
受
付
窓
口
と
同
じ
午
前
８
時
30分

か
ら
午
後
５
時
15分

ま
で
と
な
っ
て
い
る
売
り
さ

ば
き
所
は
19箇

所
で
，
土
曜
日
及
び
日
曜
日
等
も
販
売
し
て
い
る
売
り
さ
ば
き
所
は
14箇

所
（
土
曜
日
及
び
日

曜
日
等
の
一
部
の
み
販
売
し
て
い
る
売
り
さ
ば
き
所
を
含
む
。）
と
な
っ
て
い
る
。
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�
　
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
所
の
周
知

　
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
所
の
周
知
に
つ
い
て
は
，
会
計
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
圏
域
ご
と
の
証
紙
売
り

さ
ば
き
所
一
覧
表
に
名
称
，
住
所
及
び
電
話
番
号
を
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
り
行
っ
て
い
る
ほ
か
，
証
紙
の
売
り

さ
ば
き
人
は
「
宮
城
県
収
入
証
紙
売
り
さ
ば
き
所
」
の
標
札
を
掲
げ
て
い
る
。

　
５
　
証
紙
の
出
納
状
況

�
　
会
計
課
に
お
け
る
証
紙
の
保
管
・
管
理

　
　
会
計
課
内
金
庫
室
の
鍵
付
き
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
内
に
保
管
の
上
，
証
紙
出
納
簿
に
よ
り
管
理
し
て
い
る
。

�
　
証
紙
の
交
付

　
　
県
の
売
り
さ
ば
き
機
関
，
元
売
り
さ
ば
き
人
，
特
認
売
り
さ
ば
き
人
及
び
各
地
方
振
興
事
務
所
（
証
紙
の
交

換
用
）
か
ら
の
証
紙
交
付
請
求
書
に
よ
り
，
翌
月
分
の
証
紙
所
要
見
込
数
を
交
付
し
て
い
る
。

�
　
証
紙
の
受
払
状
況

　
　
平
成
20年

度
に
お
け
る
証
紙
の
受
払
状
況
は
，
受
入
れ
が
852万

2,164枚
，
91億

5,794万
5,365円

（
前
年

度
か
ら
の
繰
越
554万

9,693枚
，
45億

5,905万
7,822円

）
で
，
払
出
し
が
386万

8,495枚
，
36億

9,040万

883円
及
び
廃
棄
が
2,381枚

，
714万

7,543円
と
な
っ
て
お
り
，
残
高
の
465万

1,288枚
，
54億

6,039万

6,939円
に
つ
い
て
は
次
年
度
へ
繰
越
し
て
い
る
。
次
年
度
繰
越
は
，
枚
数
で
は
約
90万

枚
減
少
し
て
い
る
が
，

金
額
で
は
約
９
億
円
増
加
し
て
い
る
。

　
６
　
証
紙
に
よ
る
収
入
状
況

�
　
証
紙
に
よ
る
収
入
の
方
法

　
証
紙
に
よ
る
収
入
の
方
法
に
よ
る
場
合
に
お
い
て
は
，証
紙
の
売
り
さ
ば
き
高
を
も
っ
て
収
入
と
し
て
い
る
。

　
　
※
算
式
　
収
入
証
紙
収
入
額
＝
売
り
さ
ば
き
高
－
（
収
入
証
紙
返
還
額
＋
狩
猟
税
歳
入
振
替
額
）

　
　
　
・
売
り
さ
ば
き
高

 
：
一
般
売
り
さ
ば
き
人
及
び
特
認
売
り
さ
ば
き
人
の
売
り
さ
ば
き
代
金
納
入
額
と
県
の

機
関
の
売
り
さ
ば
き
高
の
合
計
額
。

　
　
　
・
収
入
証
紙
返
還
額

 
：
証
紙
購
入
者
が
誤
購
入
や
申
請
と
り
や
め
に
よ
り
，
証
紙
を
返
還
し
た
額
。

　
　
　
・
狩
猟
税
歳
入
振
替
額
：
狩
猟
税
は
証
紙
に
よ
り
徴
収
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
，
証
紙
収
入
か
ら

県
税
収
入
に
歳
入
科
目
を
振
り
替
え
る
も
の
。

�
　
証
紙
に
よ
る
収
入
額

　
　
平
成
20年

度
に
お
け
る
証
紙
に
よ
る
収
入
額
は
，
売
り
さ
ば
き
高
の
36億

7,733万
3,149円

か
ら
証
紙
の
返

還
分
の
526万

8,260円
及
び
狩
猟
税
へ
の
歳
入
振
替
分
の
3,373万

1,800円
を
差
し
引
い
た
36億

3,833万

3,089円
と
な
っ
て
い
る
。

　
７
　
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
高

　
平
成
20年

度
に
お
け
る
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
高
は
36億

7,733万
3,149円

で
，
一
般
売
り
さ
ば
き
人
別
に
見
る

と
，
売
り
さ
ば
き
高
が
最
も
多
い
の
は
社
団
法
人
宮
城
県
交
通
安
全
協
会
の
19億

69万
7,500円

で
，
最
も
少
な

い
の
は
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
の
272万

1,550円
と
な
っ
て
い
る
。

　
８
　
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
手
数
料

�
　
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
手
数
料
の
交
付

　
　
証
紙
規
則
に
お
い
て
，
証
紙
は
「
額
面
金
額
で
売
り
さ
ば
か
な
け
れ
ば
ば
ら
な
い
。」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
，

売
り
さ
ば
き
人
は
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
自
体
か
ら
は
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
，
費
用
補
填
の

意
味
で
手
数
料
を
交
付
し
て
い
る
。

�
　
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
手
数
料
率

　
イ
　
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
手
数
料
率

　
　
�
　
一
般
売
り
さ
ば
き
人
　
3.15％

　
　
�
　
特
認
売
り
さ
ば
き
人
　
1.05％

　
ロ
　
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
手
数
料
率
の
相
違

　
特
認
売
り
さ
ば
き
人
の
手
数
料
率
が
1.05％

と
一
般
売
り
さ
ば
き
人
の
手
数
料
率
3.15％

よ
り
低
い
の

は
，
一
般
売
り
さ
ば
き
人
が
あ
ら
か
じ
め
証
紙
を
買
取
り
し
た
上
で
販
売
し
て
い
る
た
め
，
在
庫
が
生
じ
た

場
合
の
リ
ス
ク
が
あ
る
の
に
対
し
て
，特
認
売
り
さ
ば
き
人
は
あ
ら
か
じ
め
証
紙
を
買
取
り
す
る
こ
と
な
く
，

証
紙
の
売
り
さ
ば
き
の
都
度
，
売
り
さ
ば
き
代
金
を
納
入
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

　
ハ
　
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
手
数
料
率
の
改
正
状
況

　
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
手
数
料
率
に
つ
い
て
は
，
昭
和
39年

の
証
紙
規
則
制
定
以
来
，
平
成
元
年
の
消
費
税

導
入
時
及
び
平
成
９
年
の
消
費
税
率
改
正
に
伴
う
改
正
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
。

�
　
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
手
数
料

　
　
平
成
20年

度
に
お
け
る
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
手
数
料
は
，
特
認
売
り
さ
ば
き
人
に
つ
い
て
は
売
り
さ
ば
き
高

６
億
3,570万

6,149円
に
対
し
て
667万

4,904円
，
一
般
売
り
さ
ば
き
人
に
つ
い
て
は
売
り
さ
ば
き
高
30億

2,864万
6,070円

に
対
し
て
9,540万

2,263円
で
，
合
計
は
売
り
さ
ば
き
高
36億

6,435万
2,219円

に
対
し
て

１
億
207万

7,167円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
手
数
料
額
が
最
も
多
い
の
は
，
社
団
法
人
宮
城
県
交
通
安
全
協
会
に
対
す
る
5,987万

1,953円
で
，
最
も
少
な
い
の
は
，
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
に
対
す
る
８
万
5,727円

と
な
っ
て
い
る
。

�
　
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
手
数
料
率
の
全
国
の
状
況

　
　
一
般
売
り
さ
ば
き
人
に
対
す
る
証
紙
の
手
数
料
率
を
3.15％

と
し
て
い
る
の
は
，
本
県
を
含
む
23道

府
県
と

約
半
数
に
及
ん
で
い
る
。
手
数
料
率
が
最
も
低
い
の
は
大
阪
府
の
0.945％

で
，
最
も
高
い
の
は
岩
手
県
の

4.00％
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
売
り
さ
ば
き
額
に
応
じ
て
段
階
的
に
手
数
料
率
を
設
定
し
て
い
る
の
は
，
10県

と
な
っ
て
い
る
。
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ま
た
，
特
認
売
り
さ
ば
き
人
に
対
す
る
手
数
料
率
を
定
め
て
い
る
中
で
，
最
も
低
い
の
は
大
阪
府
の
0.945％

で
，
最
も
高
い
の
は
10道

県
で
3.15％

と
な
っ
て
お
り
，
本
県
の
1.05％

は
大
阪
府
に
次
い
で
低
い
水
準
と

な
っ
て
い
る
。

　
９
　
証
紙
の
消
印
及
び
貼
用
実
績

�
　
証
紙
の
消
印

　
　
申
請
書
等
受
理
機
関
は
，
証
紙
が
貼
ら
れ
た
申
請
書
等
を
受
理
し
た
と
き
は
，
所
定
額
の
証
紙
が
貼
り
付
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
の
上
，
申
請
書
等
の
紙
面
と
貼
り
付
け
た
証
紙
の
彩
紋
と
に
か
け
て
消
印
を
行
っ
て

い
る
。

　
　
当
該
年
度
の
証
紙
貼
用
実
績
は
当
該
機
関
か
ら
証
紙
貼
用
を
担
当
し
て
い
る
主
務
課
経
由
で
毎
年
５
月
31

日
ま
で
に
会
計
課
へ
報
告
さ
れ
て
い
る
。

�
　
証
紙
の
貼
用
実
績
額

　
　
平
成
20年

度
の
証
紙
の
貼
用
実
績
は
，
786万

8,879件
，
36億

7,365万
8,423円

と
な
っ
て
お
り
，
貼
用
実

績
額
が
最
も
多
い
の
は
自
動
車
運
転
試
験
関
係
に
係
る
手
数
料
の
約
９
億
9,850万

円
で
，
次
が
行
政
処
分
等

講
習
関
係
に
係
る
手
数
料
の
約
７
億
2,053万

円
，
自
動
車
保
管
場
所
証
明
手
数
料
の
約
４
億
821万

円
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
貼
用
実
績
件
数
が
最
も
多
い
の
は
，
と
畜
検
査
手
数
料
の
633万

9,489件
と
な
っ
て
お
り
，
申
請
書
１
枚
あ

た
り
の
最
高
貼
付
額
は
建
築
確
認
関
係
（
構
造
判
定
手
数
料
を
含
む
。）
の
手
数
料
の
126万

円
，
最
少
貼
付
額

は
政
治
資
金
収
支
報
告
書
等
の
写
し
の
交
付
関
係
の
手
数
料
の
20円

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
一
方
，
手
数
料
条
例
に
よ
っ
て
証
紙
に
よ
る
納
付
を
規
定
さ
れ
て
い
る
286種

類
の
手
数
料
の
う
ち
，
125種

類
の
手
数
料
に
つ
い
て
は
貼
付
実
績
は
な
か
っ
た
が
，
こ
れ
は
平
成
20年

度
に
お
い
て
手
数
料
徴
収
の
実
績
が

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
10　

申
請
書
等
の
提
出
状
況

　
申
請
書
等
の
提
出
に
当
た
っ
て
は
，
申
請
者
が
申
請
書
受
理
機
関
に
直
接
出
向
い
て
提
出
し
て
い
る
も
の
が
多

数
と
な
っ
て
お
り
，
郵
送
に
よ
る
提
出
又
は
県
外
居
住
者
に
よ
る
申
請
は
少
数
と
な
っ
て
い
る
。

　
11　

証
紙
制
度
に
関
す
る
県
民
の
意
見
等

証
紙
取
扱
機
関
等
に
対
し
て
県
民
か
ら
は
，
主
に
次
の
よ
う
な
意
見
等
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

�
　
高
額
な
手
数
料
の
場
合
に
貼
付
の
手
間
が
か
か
る
た
め
，
高
額
券
（
３
，
５
，
10万

円
）
の
発
行
要
望
が
あ
る
。

�
　
県
外
居
住
者
は
，
宮
城
県
の
証
紙
を
購
入
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
。

�
　
証
紙
の
購
入
先
が
分
か
ら
な
い
。

�
　
申
請
窓
口
で
証
紙
を
購
入
で
き
な
い
。

�
　
銀
行
で
は
午
後
３
時
以
降
購
入
で
き
な
い
。

�
　
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
身
近
な
場
所
で
購
入
で
き
な
い
か
。

�
　
申
請
額
に
対
応
し
た
額
面
金
額
の
証
紙
の
発
行
要
望
が
あ
る
。

�
　
手
数
料
等
の
納
付
に
つ
い
て
，
現
金
，
口
座
振
替
，
銀
行
振
込
に
で
き
な
い
か
。

　
12　

証
紙
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

　
証
紙
に
よ
る
手
数
料
等
の
納
付
に
つ
い
て
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
る
。

　
13　

他
の
都
道
府
県
に
お
け
る
証
紙
制
度
の
見
直
し
状
況

　
東
京
都
で
は
平
成
22年

４
月
か
ら
証
紙
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
ほ
か
，
東
京
都
以
外
で
は
16府

県

が
何
ら
か
の
見
直
し
を
予
定
又
は
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
，
愛
知
県
，
京
都
府
，
岡
山
県
及
び
山
口
県
で
は

証
紙
の
廃
止
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
た
結
果
，
現
金
で
の
納
付
の
場
合
は
証
紙
取
扱
機
関
窓
口
の
負
担
が
増
大
す

る
こ
と
や
納
付
書
の
場
合
は
県
民
の
負
担
が
増
す
な
ど
の
理
由
か
ら
，
い
ず
れ
も
廃
止
を
見
送
っ
て
い
る
が
，
広

島
県
で
は
，
現
金
納
付
や
納
入
通
知
書
に
よ
る
納
付
と
の
併
用
な
ど
の
見
直
し
を
実
施
し
て
い
る
。

　
14　

本
県
に
お
け
る
検
討
状
況

　
本
県
に
お
い
て
は
，
証
紙
の
交
換
及
び
返
還
申
請
件
数
の
削
減
に
向
け
た
注
意
喚
起
及
び
情
報
提
供
の
充
実
を

図
る
こ
と
や
売
り
さ
ば
き
手
数
料
率
の
見
直
し
の
検
討
の
ほ
か
，
証
紙
以
外
の
他
の
収
入
方
法
（
納
付
書
，
電
子

デ
メ
リ
ッ
ト

メ
リ
ッ
ト

・
印
紙
と
の
買
い
間
違
い
が
生
じ
る
。

・
誤
購
入
時
の
証
紙
の
交
換
・
返
還
の
手
続
き
が

煩
雑
で
あ
る
。

・
申
請
窓
口
と
は
別
に
売
り
さ
ば
き
所
で
の
証
紙

購
入
が
必
要
と
な
る
。

・
貼
付
枚
数
が
多
い
と
貼
付
が
面
倒
で
あ
る
。

・
県
外
居
住
者
に
と
っ
て
購
入
が
不
便
で
あ
る
。

・
紛
失
，
破
損
，
汚
損
の
危
険
性
が
あ
る
。

・
現
金
を
持
ち
歩
く
必
要
が
な
い
。

・
申
請
窓
口
で
の
待
ち
時
間
等
が
短
縮
さ
れ
る
。

・
申
請
書
に
証
紙
を
貼
付
す
る
こ
と
に
よ
り
郵
送

で
の
申
請
が
可
能
で
あ
る
。

県　　　民

・
証
紙
の
交
換
・
返
還
手
続
き
が
煩
雑
で
あ
る
。

・
売
り
さ
ば
き
手
数
料
，
印
刷
費
が
か
か
る
。

・
消
印
及
び
貼
用
実
績
簿
作
成
等
の
事
務
が
生
じ

る
。

・
職
員
が
現
金
を
取
り
扱
う
こ
と
で
生
じ
る
金
銭

的
な
リ
ス
ク
が
な
い
。

・
申
請
時
の
手
数
料
額
の
確
認
が
容
易
で
あ
る
。

・
申
請
時
点
で
手
数
料
が
納
付
さ
れ
る
た
め
，
収

入
未
済
が
生
じ
な
い
。

・
現
金
領
収
に
よ
る
会
計
処
理
が
不
要
な
た
め
，

事
務
処
理
が
簡
素
化
さ
れ
る
。

県
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収
納
，
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
収
納
等
）
の
採
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

第
４
　
監
査
の
意
見

　
今
回
の
監
査
は
，
証
紙
条
例
施
行
後
45年

が
経
過
し
，
公
金
収
納
の
あ
り
方
が
時
代
の
変
化
と
と
も
に
多
様
化
し

て
い
る
中
に
あ
っ
て
，
現
行
の
証
紙
制
度
に
つ
い
て
，
県
民
の
利
便
性
の
向
上
や
証
紙
制
度
に
係
る
コ
ス
ト
の
縮
減

な
ど
の
観
点
か
ら
検
証
し
た
。

　
証
紙
制
度
に
つ
い
て
は
，
行
政
側
か
ら
見
る
と
，
現
金
に
よ
る
収
納
の
場
合
，
通
常
，
納
入
通
知
書
及
び
領
収
書

の
発
行
が
必
要
と
な
る
が
，
証
紙
に
よ
る
収
納
の
場
合
，
こ
れ
ら
の
書
類
発
行
が
省
略
さ
れ
る
こ
と
，
職
員
が
現
金

を
取
り
扱
う
こ
と
で
生
じ
る
金
銭
的
な
リ
ス
ク
が
な
い
こ
と
な
ど
，
事
務
の
効
率
化
や
簡
素
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

　
ま
た
，
県
民
な
ど
申
請
者
に
と
っ
て
は
，
事
前
に
売
り
さ
ば
き
人
か
ら
証
紙
を
購
入
す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
の
不

便
な
点
も
あ
る
が
，
証
紙
の
必
要
な
各
種
申
請
に
当
た
り
，
ほ
と
ん
ど
の
申
請
先
機
関
の
近
隣
に
は
売
り
さ
ば
き
所

が
あ
る
こ
と
，
申
請
書
類
等
を
郵
送
で
き
る
こ
と
な
ど
の
便
利
な
面
も
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

　
一
方
で
，
証
紙
に
よ
る
納
付
が
制
度
化
さ
れ
て
か
ら
約
半
世
紀
を
経
て
，
現
在
で
は
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
手
数

料
は
約
千
種
類
に
も
上
り
，
そ
れ
に
伴
う
経
費
と
し
て
毎
年
約
１
億
1,000万

円
を
要
し
て
い
る
状
況
に
も
あ
る
。

さ
ら
に
，
時
代
の
変
化
と
と
も
に
公
金
収
納
の
あ
り
方
が
多
様
化
し
て
い
る
中
で
，
証
紙
に
よ
ら
な
い
収
納
の
方
が

良
い
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
，
証
紙
以
外
の
収
納
方
法
と
し
た
場
合
の
県
民
の
利
便
性
，

事
務
の
効
率
性
・
経
済
性
の
観
点
か
ら
，
改
め
て
，
証
紙
に
よ
る
収
納
方
法
を
主
体
と
す
る
現
行
制
度
に
つ
い
て
，

再
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

　
今
回
の
監
査
に
お
け
る
意
見
を
以
下
の
と
お
り
取
り
ま
と
め
た
の
で
，
真
摯
に
受
け
止
め
，
現
行
制
度
に
満
足
す

る
こ
と
な
く
，
問
題
意
識
を
持
っ
て
検
証
・
検
討
を
深
め
ら
れ
た
い
。
ま
た
，
取
り
組
み
に
当
た
っ
て
は
，
関
係
す

る
部
署
が
一
丸
と
な
っ
て
，
進
行
管
理
に
努
め
な
が
ら
，
実
現
可
能
な
も
の
か
ら
順
次
実
行
に
移
さ
れ
た
い
。

　
１
　
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
証
紙
の
売
り
さ
ば
き

　
県
の
機
関
に
証
紙
を
貼
付
し
た
申
請
書
類
を
提
出
す
る
場
合
，
申
請
先
の
庁
舎
内
に
入
居
す
る
公
社
等
の
団
体

な
ど
が
売
り
さ
ば
き
人
に
指
定
さ
れ
て
お
り
，
県
民
な
ど
申
請
者
の
一
定
の
利
便
性
は
図
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
，
県
民
か
ら
は
，
売
り
さ
ば
き
所
の
所
在
地
や
特
に
売
り
さ
ば
き
所
の
８
割
を
占
め
る
金
融
機

関
が
閉
店
す
る
午
後
３
時
以
降
に
購
入
可
能
な
売
り
さ
ば
き
所
の
問
い
合
わ
せ
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
，
売
り
さ
ば
き
所
の
情
報
等
を
積
極
的
に
周
知
す
る
と
と
も
に
，
申
請
書
受
理
機
関
に
お
い
て
も
，
申
請
者

の
立
場
に
立
っ
て
，
近
隣
の
売
り
さ
ば
き
所
や
売
り
さ
ば
き
時
間
，
購
入
上
の
注
意
事
項
な
ど
の
情
報
提
供
に
努

め
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
，
更
な
る
県
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め
，
他
県
で
取
り
組
ん
で
い
る
自
動
販
売
機
等
に
よ
る
新
た
な
売
り

さ
ば
き
方
法
及
び
売
り
さ
ば
き
所
の
な
い
地
域
で
の
新
た
な
売
り
さ
ば
き
人
の
指
定
や
売
り
さ
ば
き
所
の
設
置
に

つ
い
て
，
必
要
に
応
じ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
２
　
証
紙
売
り
さ
ば
き
手
数
料
等
の
検
証
・
見
直
し

　
県
は
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
に
当
た
り
，
特
認
売
り
さ
ば
き
人
に
対
し
て
は
1.05％

，
一
般
売
り
さ
ば
き
人
に
対

し
て
は
3.15％

を
手
数
料
と
し
て
支
払
っ
て
い
る
。
平
成
20年

度
は
36億

7,733万
3,149円

の
証
紙
売
り
さ
ば
き

に
対
し
，
合
計
で
１
億
207万

7,167円
の
手
数
料
を
支
払
っ
て
い
る
が
，
手
数
料
率
に
つ
い
て
は
，
平
成
元
年
の

消
費
税
導
入
，
平
成
９
年
の
消
費
税
率
改
正
に
伴
う
見
直
し
以
降
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　
他
県
で
は
手
数
料
率
を
固
定
せ
ず
，売
り
さ
ば
き
額
に
応
じ
た
手
数
料
率
と
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
，

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
，
現
行
の
手
数
料
率
の
設
定
方
法
や
業
務
の
取
扱
い
方
法
の
見
直
し
を
含
め
，
多
面
的

な
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
，
証
紙
の
印
刷
経
費
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
，
平
成
20年

度
は
約
800万

円
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
，
証
紙
の
貼
付
に
代
わ
る
収
納
計
器
を
使
用
し
た
収
納
な
ど
，
積
極
的
に
先
進
事
例
の
情
報
収
集
に
努
め
，
証

紙
印
刷
枚
数
の
縮
減
や
証
紙
消
印
事
務
の
軽
減
に
つ
い
て
，
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
特
に
，
運
転
免
許
関
係
手
数
料
に
つ
い
て
は
，
証
紙
収
入
の
大
半
を
占
め
て
お
り
，
現
行
の
売
り
さ
ば
き
手
数

料
率
の
設
定
方
法
や
業
務
の
取
扱
い
方
法
の
実
態
を
把
握
し
，
よ
り
効
果
的
，
効
率
的
な
収
納
方
法
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
３
　
誤
購
入
に
よ
る
証
紙
の
交
換
・
返
還
等
の
縮
減

　
証
紙
の
交
換
・
返
還
に
つ
い
て
は
，
証
紙
購
入
者
か
ら
の
申
し
出
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
，

会
計
課
及
び
各
地
方
振
興
事
務
所
で
申
請
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
，
証
紙
の
交
換
の
場
合
は
会
計
課
等
の
申

請
課
所
で
，
証
紙
の
返
還
に
伴
う
現
金
の
還
付
の
場
合
は
口
座
振
替
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
，
過
貼
付
に
つ
い
て
は
，
納
入
義
務
者
が
証
紙
貼
用
を
担
当
す
る
主
務
課
又
は
地
方
機
関
を
通
じ
て
償
還

請
求
を
行
う
こ
と
で
，
還
付
さ
れ
て
い
る
。

　
証
紙
は
収
入
印
紙
と
混
同
さ
れ
や
す
い
た
め
，
誤
購
入
等
に
よ
る
還
付
の
償
還
金
が
近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
，

ま
た
，
県
民
か
ら
も
還
付
手
続
き
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
や
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
，
証
紙
の
取
扱

い
に
慣
れ
て
い
な
い
県
民
に
対
し
て
，
十
分
な
情
報
提
供
や
一
層
の
注
意
喚
起
を
行
う
と
と
も
に
，
手
続
き
の
簡

素
化
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
４
　
手
数
料
等
の
証
紙
納
付
規
定
の
検
証
・
見
直
し

　
県
が
徴
収
す
る
手
数
料
等
に
つ
い
て
は
，
手
数
料
条
例
，
県
立
学
校
条
例
及
び
公
安
委
員
会
関
係
手
数
料
条
例

の
ほ
か
，
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
等
各
施
設
ご
と
に
定
め
る
条
例
で
規
定
さ
れ
，
そ
の
種
類
は
約
千
種
類

に
上
り
，
こ
れ
ら
手
数
料
の
ほ
と
ん
ど
が
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
も
の
と
定
め
て
い
る
。

　
証
紙
に
よ
る
納
付
は
，
現
金
取
扱
い
に
伴
う
リ
ス
ク
が
な
い
こ
と
や
手
数
料
の
確
実
な
収
入
と
い
う
面
で
は
，

県
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
，
一
方
で
は
，
証
紙
の
貼
付
枚
数
の
多
い
も
の
，
納
付
金
額
が
高
額
な
も
の
，



公
安
委
員
会

 
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

〇
宮
城
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
指
示
第
一
号

　

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
第
百
三
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、

水
産
動
物
の
保
護
を
図
る
た
め
、
次
の
と
お
り
指
示
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

             　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

 

会　

長　
　

星　
　
　
　
　

明　
　

朗　
　
　

一　

指
示
の
内
容

　

オ
オ
ク
チ
バ
ス
、
コ
ク
チ
バ
ス
そ
の
他
オ
オ
ク
チ
バ
ス
属
の
魚
類
及
び
ブ
ル
ー
ギ
ル
を
採
捕
し
た
者
は
、
こ
れ
ら

を
採
捕
し
た
水
域
に
放
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
が
認
め
た
者
が
試
験
研
究
に
供
す

る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

二　

指
示
を
す
る
期
間

　
　

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三　

指
示
を
す
る
区
域

　
　

宮
城
県
全
域

〇
宮
城
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
指
示
第
二
号

　

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
第
百
三
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、

コ
イ
（
マ
ゴ
イ
及
び
ニ
シ
キ
ゴ
イ
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
持
出
し
及
び
移
植
並
び
に
放
流
等
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
指
示
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日

             　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

 

会　

長　
　

星　
　
　
　
　

明　
　

朗　
　
　

一　

指
示
の
内
容
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納
付
金
額
が
定
額
で
な
く
多
様
な
も
の
，
申
請
件
数
が
少
な
い
も
の
な
ど
，
証
紙
に
よ
る
納
付
の
メ
リ
ッ
ト
が
少

な
い
手
数
料
等
も
見
受
け
ら
れ
た
。

　
ま
た
，
本
県
に
お
い
て
も
，
自
動
車
税
等
の
一
部
の
県
税
に
つ
い
て
は
，
コ
ン
ビ
ニ
収
納
，
ペ
イ
ジ
ー
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
納
付
，
さ
ら
に
，
今
年
１
月
か
ら
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
納
付
な
ど
納
付
方
法
の
多
様
化

が
進
ん
で
い
る
。
手
数
料
に
つ
い
て
も
，
電
子
申
請
が
進
ん
で
い
っ
た
場
合
，
将
来
的
に
は
証
紙
以
外
の
納
付
方

法
の
導
入
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
こ
の
た
め
，
本
県
で
納
付
方
法
を
証
紙
に
限
定
し
て
い
る
手
数
料
等
に
つ
い

て
，
収
入
未
済
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と
を
前
提
に
，
他
県
で
も
採
用
し
て
い
る
よ
う
な
納
付
書
に
よ
る
納
付
と
の

併
用
の
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
，
将
来
的
に
は
，
新
た
な
収
納
方
法
に
つ
い
て
も
，
検
討
を
深
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
告
示
第
47号

　
指
定
講
習
機
関
に
関
す
る
規
則
（
平
成
２
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
１
号
）
第
14条

第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
公
示
す
る
。

　
　
平
成
22年

３
月
30日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
中
村
　
孝
也
　
　

１
　
許
可
を
し
た
旨

　
道
路
交
通
法
（
昭
和
35年

法
律
第
105号

）
第
108条

の
10の

規
定
に
よ
り
、
２
の
�
か
ら
指
定
講
習
機
関
の
講

習
の
一
部
廃
止
の
申
請
を
受
け
た
の
で
許
可
し
た
。

２
　
指
定
講
習
機
関
に
関
す
る
規
則
第
14条

第
１
項
に
掲
げ
る
事
項

　
�
　
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

　
　
ア
　
名
称

　
　
　
　
株
式
会
社
　
河
南
安
全
自
動
車
学
校

　
　
イ
　
住
所

　
　
　
　
宮
城
県
石
巻
市
鹿
又
字
山
下
東
39番

地
１

　
　
ウ
　
代
表
者
の
氏
名

　
　
　
　
小
野
寺
　
淳
一

　
�
　
特
定
講
習
に
使
用
す
る
施
設
の
名
称

　
　
　
パ
セ
オ
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
カ
レ
ッ
ジ

　
�
　
特
定
講
習
に
使
用
す
る
施
設
の
所
在
地

　
　
　
宮
城
県
石
巻
市
鹿
又
字
曽
波
神
前
118番

１

　
�
　
廃
止
す
る
特
定
講
習
の
名
称

　
　
　
指
定
講
習
機
関
に
関
す
る
規
則
第
１
条
に
規
定
す
る
講
習
の
う
ち
次
の
も
の

　
　
ア
　
大
型
自
動
二
輪
車
免
許

　
　
イ
　
普
通
自
動
二
輪
車
免
許

　
　
ウ
　
原
動
機
付
自
転
車
免
許

３
　
廃
止
を
し
た
年
月
日

　
　
平
成
22年

３
月
31日



　

１　

持
出
し
の
禁
止

　

県
内
の
公
共
用
水
面
及
び
こ
れ
と
連
接
一
体
を
成
す
水
面
に
お
い
て
、
コ
イ
が
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
に

か
か
っ
た
と
き
は
、
当
該
水
域
に
お
い
て
は
、
コ
イ
を
持
ち
出
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
公
的
機
関
等
が
コ

イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
の
ま
ん
延
防
止
の
処
置
に
供
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

２　

移
植
の
制
限

　

県
内
の
公
共
用
水
面
及
び
こ
れ
と
連
接
一
体
を
成
す
水
面
に
お
い
て
、
コ
イ
が
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
に

か
か
っ
て
い
る
疑
い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
水
域
か
ら
コ
イ
を
移
植
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

３　

放
流
等
の
制
限

�
　

県
内
の
公
共
用
水
面
及
び
こ
れ
と
連
接
一
体
を
成
す
水
面
に
お
い
て
コ
イ
を
増
殖
等
の
目
的
で
放
流
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
そ
の
放
流
し
よ
う
と
す
る
コ
イ
に
つ
い
て
、
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
に
係
る
次
に
掲
げ

る
要
件
の
す
べ
て
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
�
　

汚
染
水
域
由
来
で
な
い
こ
と
。

　
�
　

汚
染
水
域
由
来
の
コ
イ
と
水
を
介
し
て
の
接
点
が
な
い
こ
と
。

　
�
　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
陰
性
が
確
認
さ
れ
た
コ
イ
群
で
あ
る
こ
と
。

�
　
�
の
確
認
が
と
れ
な
い
と
き
は
、
そ
の
生
死
を
問
わ
ず
、
公
共
用
水
面
及
び
こ
れ
と
連
接
一
体
を
成
す
水
面

に
遺
棄
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

４　

適
用
除
外

　

１
か
ら
３
ま
で
の
指
示
は
、
宮
城
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
が
特
に
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
適
用
し
な
い

も
の
と
す
る
。

二　

指
示
を
す
る
期
間

　
　

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三　

指
示
を
す
る
区
域

　
　

県
内
の
公
共
用
水
面
及
び
こ
れ
と
連
接
一
体
を
成
す
県
内
の
水
面

 
正

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
二
一
〇
五
号
（
平
成
二
十
一
年
十
一
月
六
日
付
け
）
中

（29）　 平成22年３月30日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2144号　　 

ペ
ー
ジ

三三

段

行八八

正

混
合
有
機
質
肥
料

片
倉
粒
状
混
合
有
機
質
肥
料
六
号

　
　
　
　
　
　
　

誤

混
合
有
機
質
肥
料
６
号

片
倉
粒
状
混
合
有
機
質
肥
料


